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一
蘇
軾
詩
注
解
（
二
十
八
）
山
本
和
義
蔡
　
　
毅
中
　
裕
史
中
　
純
子
原
田
直
枝
西
岡
　
淳
（
南
山
読
蘇
会
）
中
国
宋
代
の
詩
人
蘇
軾
の
以
下
の
作
品
に
つ
い
て
注
解
を
施
す
。
括
弧
内
の
数
字
は
東
北
大
学
中
国
文
学
研
究
室
作
成
『
蘇
東
坡
詩
作
品
表
』
に
よ
る
通
し
番
号
。
黄
師
是
が
両
浙
の
憲
に
赴
く
を
送
る
（
一
九
五
三
）
范
中
済
経
略
侍
郎
を
送
り
、
韻
を
分
か
ち
て
詩
を
賦
す
。
軾　
先
の
字
を
得
た
り
。
且
つ
贈
る
に
魚
枕
杯
四
つ
・
馬
箠
一
つ
を
以
て
す
。「
元
戎
十
乗
、
以
て
先
ず
行
を
啓
く
」
を
以
て
韻
と
為
す
（
一
九
五
四
）
呂
与
叔
学
士
が
挽
詞
（
一
九
五
六
）
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二
丹
元
子　
詩
を
示
す
。
飄
飄
然
と
し
て
謫
仙
が
風
気
有
り
。
呉
伝
正　
継
い
で
作
る
。
復
た
其
の
韻
に
次
す
（
一
九
五
七
）
王
定
国
が
丹
元
子
が
寧
極
斎
に
書
す
る
に
次
韻
す
（
一
九
五
八
）
王
仲
至
侍
郎　
稚
栝
を
恵
ま
る
。
之
を
礼
曹
の
北
垣
の
下
に
種
う
。
今　
百
余
日
た
り
、
蔚
然
と
し
て
生
意
有
り
。
喜
び
て
詩
を
作
る
（
一
九
五
九
）
銭
穆
父
が
馬
上
に
て
蔣
穎
叔
に
寄
す
る
に
次
韻
す　
二
首
（
一
九
六
〇
・
一
九
六
一
）
一
九
五
三
（
施
三
三
―
三
六
）
送
黃
師
是
赴
兩
浙
憲
黄こう
師し
是ぜ
が
両
り
よ
う
浙せつ
の
憲けん
に
赴
お
も
む
く
を
送おく
る
1　
世
久
無
此
士 
 
 
世よ
に
久ひさ
し
く
此こ
の
士し
無な
し
2　
我
晚
得
王
孫 
 
 
我わ
れ
晩ばん
に
王おう
孫そん
を
得え
た
り
3　
寧
非
叔
度
家 
 
 
寧いず
く
ん
ぞ
叔しゆ
く
ど度
が
家いえ
に
非あら
ざ
ら
ん
4　
豈
出
次
公
門 
 
 
豈あ
に
次じ
公こう
が
門もん
に
出い
づ
る
か
5　
白
首
沈
下
吏 
 
 
白はく
首しゆ　
下か
吏り
に
沈しず
む
に
6　
綠
衣
有
公
言 
 
 
緑りよ
く
い衣　
公こう
言げん
有あ
り
7　
哀
哉
吳
越
人 
 
 
哀かな
し
い
哉かな　
呉ご
越えつ
の
人ひと
8　
久
爲
江
湖
呑 
 
 
久ひさ
し
く
江こう
湖こ
の
呑の
む
と
こ
ろ
と
為な
る
9　
官
自
倒
帑
廩 
 
 
官かん　
自
み
ず
か
ら
帑ど
廩りん
を
倒さか
し
ま
に
し
て
10　
飽
不
及
黎
元 
 
 
飽あ
く
こ
と
黎れい
元げん
に
及およ
ぼ
さ
ず
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11　
近
聞
海
上
港 
 
 
近ちか
ご
ろ
聞き
く　
海かい
上じよ
うの
港
ふ
な
じ　
12　
漸
出
水
底
村 
 
 
漸よう
やく
水すい
底てい
の
村むら
を
出い
だ
す
と
13　
願
君
五
絝
手 
 
 
願ねが
わ
く
は　
君きみ　
五ご
こ絝
の
手て
14　
招
此
半
菽
魂 
 
 
此こ
の
半はん
菽しゆ
くの
魂こん
を
招まね
け
15　
一
見
刺
史
天 
 
 
一ひと
た
び
刺し
史し
の
天てん
を
見み
て
16　
稍
忘
獄
吏
尊 
 
 
稍や
や
獄ごく
吏り
の
尊
た
つ
と
き
を
忘わす
れ
ん
17　
會
稽
入
吾
手 
 
 
会かい
稽けい　
吾わ
が
手て
に
入い
ら
ば
18　
湖
小
於
盆 
 
 
鏡きよ
う
こ湖　
盆ぼん
よ
り
も
小ちい
さ
き
な
ら
ん
19　
比
我
東
來
時 
 
 
我わ
が
東とう
ら
い来
の
時とき
に
比およ
ん
で
20　
無
復
瘡
痍
存 
 
 
復ま
た
瘡そう
痍い
の
存そん
す
る
無な
か
ら
ん
元
祐
八
年
（
一
〇
九
三
）、
五
十
八
歳
の
作
。
時
に
礼
部
尚
書
と
し
て
汴べん
京けい
（
開
封
）
に
在
っ
た
。
○
黄
師
是　
黄こう
寔しよ
くの
こ
と
。
師
是
は
そ
の
字
あ
ざ
な
。
陳
州
（
河
南
省
）
の
人
。
知
瀛えい
州しゆ
う、
知
定
州
な
ど
を
歴
任
、
在
官
中
に
卒
し
て
、
龍
図
閣
直
学
士
を
贈
ら
れ
た
。『
宋
史
』
巻
三
五
四
に
伝
が
あ
る
。
父
の
黄
好こう
謙けん
は
、
蘇
軾
と
同
じ
く
嘉
祐
二
年
（
一
〇
五
七
）
の
進
士
。
祖
父
の
黄
孝こう
先せん
は
天
聖
二
年
（
一
〇
二
四
）
の
進
士
で
、
そ
の
詩
集
に
つ
い
て
蘇
軾
が
「
黄
子
思
が
詩
集
の
後
に
書
す
」（『
蘇
軾
文
集
』
巻
六
七
）を
書
い
て
い
る
。
○
両
浙
憲　
両
浙
路
提
点
刑
獄
公
事
の
こ
と
。
両
浙
路
は
地
域
名
で
、浙
江
省
と
長
江
以
南
の
江
蘇
省
を
含
む
。
提
点
刑
獄
公
事
は
、
各
地
方
（
路
）
の
行
政
や
風
俗
な
ど
を
監
察
す
る
。
2
○
王
孫　
王
の
子
孫
。
黄
寔
の
出
自
の
よ
さ
を
ふ
ま
え
て
い
う
。
詩
題
の
注
を
参
照
。
3
○
叔
度　
後
漢
の
黄
憲
の
こ
と
。
叔
度
は
そ
の
字
あ
ざ
な
。
貧
し
い
家
に
生
ま
れ
、
父
親
は
牛
医
で
あ
っ
た
が
、
憲
は
そ
の
高
潔
な
人
格
か
ら
顔
回
の
再
来
と
い
わ
れ
た
。
周
乗
（
子
居
）
が
黄
憲
を
評
し
て
、「
吾
れ
時じ
月げつ
黄
叔
度
を
見
ざ
れ
ば
、
則
ち
鄙ひ
吝りん
の
心　
已
に
復
た
生
ず
」
と
言
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（『
世
説
新
語
』
343
蘇軾詩注解（二十八）
四
徳
行
篇
）。
孝
廉
に
挙
げ
ら
れ
、
公
府
か
ら
招
か
れ
た
が
就
か
ず
、
徴
君
と
称
さ
れ
た
。
4
○
次
公　
漢
の
黄
霸
の
こ
と
。
次
公
は
そ
の
字あざ
な。
漢
の
武
帝
・
昭
帝
の
代
は
刑
罰
が
厳
し
か
っ
た
が
、
黄
霸
は
地
方
官
と
し
て
寛
大
な
政
治
を
行
っ
て
名
を
挙
げ
た
。
後
に
潁
川
太
守
か
ら
御
史
大
夫
な
ど
を
歴
て
丞
相
と
な
っ
た
。『
漢
書
』の
循
吏
伝
に
伝
が
あ
る
。
5 
6
○
白
首
・
緑
衣
二
句　
周
紫
芝『
竹
坡
詩
話
』に
、
「
黄
師
是　
浙
の
憲
に
赴
く
と
き
、
東
坡　
之
と
姻
家
に
し
て
、
置
酒
し
て
其
の
行
く
を
餞せん
し
、
朝
雲
を
し
て
侍
酒
せ
し
む
。
坐
間
に
詩
を
賦
し
て
、「
緑
衣　
公
言
有
り
」
の
句
有
り
。
後
人
乃すな
わち
謂い
う
、「
緑
衣
の
小
官
も
、
猶
お
其
の
留
ま
ら
ざ
る
を
惜
し
む
、
是
れ
「
公
言
有
り
」
な
ら
ん
」
と
。
時
に
朝
雲　
師
是
に
語
り
て
曰
く
、「
他
の
人
は
皆
な
進
用
せ
ら
る
る
も
、
而しか
し
て
君　
数しば
し
ば
外
に
補
せ
ら
る
る
は
、
何
ぞ
や
」
と
。
是
れ
を
ば
公
言
と
謂
う
。
而
し
て
「
緑
衣
」
は
、
則
ち
東
坡
の
朝
雲
を
指さ
せ
る
な
り
」
と
あ
る
。
緑
衣
は
、
妾
の
着
物
。『
詩
経
』
邶
風
「
緑
衣
」
に
、「
緑
り
よ
く
や
衣い
や
、
緑
り
よ
く
衣い
黄こう
裏り
」
と
あ
り
、
古
注
で
は
、
衛
の
荘
公
の
正
室
荘そう
姜きよ
うが
妾
た
ち
の
僭せん
上じよ
うを
憤
っ
た
詩
と
す
る
（
こ
の
二
句
は
、
黄
は
原
色
で
尊
く
、
緑
は
中
間
色
で
卑
し
い
の
に
、
着
物
の
表
に
緑
が
、
裏
に
黄
が
用
い
ら
れ
た
、
本
末
の
転
倒
し
た
状
態
を
い
う
）。
公
言
は
、
共
通
の
こ
と
ば
の
意
だ
が
、
こ
こ
で
は
「
私
言
」
の
対
で
、
公
論
の
意
。
韓
愈
「
原
道
」（『
韓
昌
黎
集
』
巻
一
一
）
に
、「
凡
そ
吾
が
所いわ
謂ゆる
道
徳
と
云
う
者
は
、
仁
と
義
と
を
合
わ
せ
て
言
う
な
り
。
天
下
の
公
言
な
り
」
と
あ
る
。
7 
8
○
哀
哉
・
久
為
二
句　
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
る
当
時
の
長
江
流
域
の
水
害
に
つ
い
て
は
、
元
祐
六
年
七
月
に
書
か
れ
た
、「
封ほう
樁とう
（
朝
廷
の
貯
蔵
庫
名
）
に
上
じ
よ
う
供きよ
うせ
る
斛こく
と
う
を
将もつ
て
浙
西
諸
郡
に
応おう
副ふく
し
て
糶
ち
よ
う
米まい
を
接
続
す
る
を
乞
う
劄さつ
子し
」（『
蘇
軾
文
集
』
巻
三
三
）
が
参
考
に
な
ろ
う
。「
蘇
・
湖
・
常
の
三
郡
に
水みず
通
じ
て
一
と
為な
り
、
農
民
は
丘
墓
に
棲
み
、
舟
し
ゆ
う
筏ばつ
は
市
井
を
行
き
…
…
」
な
ど
、
当
時
の
惨
状
が
述
べ
ら
れ
る
。
9
○
帑
廩　
帑
は
、
か
ね
ぐ
ら
。
廩
は
、
こ
め
ぐ
ら
。
韓
愈
「
竇とう
秀
才
に
答
う
る
書
」（『
韓
昌
黎
集
』
巻
一
五
）
に
、
「
猶
お
将まさ
に
廩
を
倒さか
し
ま
に
し
囷きん
を
傾
け
て
、羅
列
し
て
進
め
ん
と
す
」
と
あ
る
。
10
○
黎
元　
人
民
。
た
み
く
さ
。『
漢
書
』
谷こく
永えい
伝
に
、
「
天
下
の
黎
元
を
し
て
咸み
な
家
を
安
ん
じ
業
を
楽
し
み
…
…
酷
烈
の
吏
を
疾や
ま
ざ
ら
し
め
ば
、
唐とう
堯ぎよ
うの
大
災
有
り
と
雖
も
、
民
に
上
を
離
る
る
心
無
し
」
と
あ
る
。
以
上
の
二
句
に
つ
い
て
、王
注
（
趙
次
公
）
は
、「
詩
意
ノ
言
フ
コ
コ
ロ
ハ
、呉
越
ノ
人　
久
シ
ク
水
患
ニ
罹あ
ヒ
、
官
ハ
財
ヲ
帑
庫
ニ
費
ヤ
シ
、
糧
ヲ
倉
廩
ニ
費
ヤ
セ
ド
モ
、
而
シ
テ
終
ニ
百
姓
ノ
飢
困
ヲ
救
フ
能
ハ
ザ
ル
ナ
リ
」
と
い
う
。
11 
12
○
近
聞
・
漸
出
二
句　
こ
の
二
句
に
つ
い
て
一
韓
智
翃
は
、「
今
聞
ケ
バ
、呉
越
ノ
間
ノ
海
上
ノ
港
（
航
路
）
ノ
、マ
ヅ
海
ノ
中
ニ
ナ
リ
テ
ア
ル
処
ニ
、
水
ガ
退
（
イ
テ
）
漸
ク
ア
ソ
コ
ハ
、
ド
ノ
村
デ
ア
ル
ナ
ン
ド
ト
云
（
フ
）
テ
、
村
ガ
デ
キ
タ
ト
聞
（
キ
）
及
（
ブ
）
ゾ
」
と
記
す
（『
四
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河
入
海
』
巻
二
二
の
二
）。
港
は
、航
路
、ふ
な
み
ち
。
13
○
五
絝　
五
着
の
は
か
ま
。
後
漢
の
廉れん
范ぱん
（
字
は
叔
し
ゆ
く
度ど
）
が
蜀
郡
の
太
守
と
な
っ
た
と
き
、
民
衆
が
そ
の
治
績
を
称
え
て
、「
廉
叔
度
、
来
る
こ
と
何
ぞ
暮おそ
き
や
、
…
…
平
生
は
襦じゆ
無
き
も
今
は
五
絝
」（
襦
は
肌
着
）
と
う
た
っ
た
故
事
に
ち
な
む
。「
孔
郎
中
が
荊
林
の
馬
上
に
し
て
寄
せ
ら
る
る
に
和
す
」
詩
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
四
冊
一
五
一
頁
）
を
参
照
。
14
○
招
此
一
句　
半
菽
は
、
豆
を
半
分
混
ぜ
た
粗
末
な
食
べ
物
。『
漢
書
』
項
籍
伝
に
、「
今
、
歳とし
飢
え
て
民たみ
貧
し
く
、
卒そつ
は
半
菽
を
食
ら
う
」
と
あ
る
。
招
魂
は
、疲
弊
や
心
労
の
た
め
に
抜
け
出
し
た
魂
を
呼
び
返
し
て
、元
気
を
取
り
戻
さ
せ
る
こ
と
（『
楚
辞
』「
招
魂
」
の
後
漢
・
王
逸
の
序
）。
15
○
刺
史
天　
『
後
漢
書
』
蘇そ
章
し
よ
う
伝
に
、「
順
帝
の
時
、
冀き
州
し
ゆ
う
刺
史
に
遷
る
。
故
人　
清せい
河が
太
守
と
為な
り
、
章　
部
を
行めぐ
り
て
其
の
姦かん
臧ぞう
を
案
ず
。
乃
ち
太
守
を
請まね
き
、
為ため
に
酒
肴
を
設
け
、
平
生
の
好
よ
し
み
を
陳の
べ
て
甚
だ
歓
ぶ
。
太
守　
喜
び
て
曰
く
、「
人
に
は
皆
な
一
天
有
り
、
我
は
独
り
二
天
有
り
」
と
。
章
曰
く
、「
今
夕
、
蘇
孺
文
の
故
人
と
飲
む
者
は
、
私
恩
な
り
。
明
日
、
冀
州
刺
史
の
事
を
案
ず
る
者
は
、
公
法
な
り
」
と
。
遂
に
其
の
罪
を
挙
正
す
」
と
あ
る
（
孺
文
は
蘇
章
の
字
あ
ざ
な
）。
16
○
獄
吏
尊　
漢
の
文
帝
の
時
、
開
国
の
功
臣
周
し
ゆ
う
勃ぼつ
が
謀
叛
の
疑
い
を
か
け
ら
れ
て
逮
捕
さ
れ
た
。
申
し
開
き
の
で
き
な
い
周
勃
を
獄
吏
は
侮
辱
し
た
が
、
周
勃
に
千
金
を
贈
ら
れ
る
と
、
文
帝
の
娘
（
周
勃
の
長
子
の
妻
）
を
証
人
に
立
て
る
よ
う
示
唆
し
た
。
こ
れ
が
功
を
奏
し
、
外
戚
（
薄
氏
）
の
力
を
借
り
て
周
勃
は
釈
放
さ
れ
、
爵
位
と
領
邑
を
回
復
し
た
。
こ
の
と
き
周
勃
は
、「
吾
れ
嘗
て
百
万
の
軍
を
将ひき
い
れ
ど
も
、
然
る
に
安
く
ん
ぞ
獄
吏
の
尊
き
を
知
ら
ん
や
」
と
言
っ
た
（『
史
記
』
絳
侯
周
勃
世
家
）。
17 
18
○
会
稽
・
鏡
湖
二
句　
会
稽
は
浙
江
省
の
地
名
で
、
当
時
は
越
州
会
稽
郡（
今
の
紹
興
市
）。
鏡
湖
は
そ
の
地
の
湖
の
名
。
こ
の
頃
、蘇
軾
は
越
州
太
守
を
乞
う
て
い
る
が
、結
局
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
『
蘇
軾
年
譜
』
下
冊
一
〇
九
四
頁
、
元
祐
八
年
六
月
甲
寅
（
初
八
日
）
の
条
を
参
照
。
一
韓
智
翃
は
、「
坡
（
ガ
）
言
（
フ
コ
コ
ロ
）
ハ
、
我
レ
今　
越
（
ヲ
）
乞
（
フ
）
程
ニ
、
若も
シ
ユ
ル
サ
レ
テ
吾
ガ
手
ニ
入
（
リ
）
タ
ラ
バ
。
其
（
ノ
）
時
ハ
、
湖
水
モ
泛
濫
セ
ズ
、
水
モ
退
（
キ
）
テ
、鏡
湖
モ
盆
ヨ
リ
モ
小
（
サ
）
キ
ナ
ル
ベ
キ
ゾ
」
と
記
す
。
20
○
瘡
痍　
き
ず
。
ま
た
、災
害
や
戦
争
な
ど
に
よ
る
損
害
の
こ
と
。
こ
こ
で
は
、
洪
水
に
よ
る
被
害
を
い
う
。
そ
の
被
害
も
、
両
浙
路
提
点
刑
獄
公
事
と
な
る
黄
寔
の
治
績
に
よ
っ
て
消
え
て
い
よ
う
、
と
の
意
を
込
め
る
。『
漢
書
』
季
布
伝
に
、「
今
、
瘡
痍
未いま
だ
瘳い
え
ざ
る
に
、（
樊
）
噲かい　
又
た
面めん
諛ゆ
し
て
、
天
下
を
搖
動
せ
ん
と
欲
す
」
と
あ
る
。
併
せ
て
「
章
伝
道
が
「
雨
を
喜
ぶ
」
に
次
韻
す
」
詩
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
三
冊
五
〇
八
頁
）
を
参
照
。
　
世
に
こ
の
よ
う
な
立
派
な
人
物
が
久
し
く
出
な
か
っ
た
が
、
晩
年
に
及
ん
で
、
よ
う
や
く
こ
の
高
貴
な
血
筋
の
お
方
と
め
ぐ
り
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六
逢
え
た
。
い
っ
た
い
徴
ち
よ
う
君くん
黄
叔
度
（
憲
）
の
末
裔
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
循
じ
ゆ
ん
吏り
黄
次
公
（
覇
）
の
一
族
か
。
な
の
に
白
髪
あ
た
ま
で
ど
う
し
て
下
役
の
ま
ま
な
の
か
と
、
わ
が
側そば
妻め
も
天
下
の
公
論
を
口
に
す
る
。
　
あ
わ
れ
、
呉
越
の
人
び
と
は
久
し
く
江
湖
の
大
水
に
呑
み
込
ま
れ
て
、
お
上
が
金
倉
と
米
倉
を
総
ざ
ら
え
に
し
て
も
、
民
草
た
ち
に
暮
ら
し
の
復
旧
が
行
き
わ
た
ら
な
い
。
聞
け
ば
、
近
ご
ろ
舟
の
通
う
海
辺
の
辺
り
に
、
水
没
し
て
い
た
村
が
次
第
に
姿
を
現
し
て
い
る
と
か
。
　
あ
な
た
が
そ
こ
に
赴
任
な
さ
っ
た
ら
、
民
を
憐
れ
む
政
治
を
布
い
て
、
飢
え
て
息
も
絶
え
絶
え
の
彼
ら
を
蘇
よ
み
が
えら
せ
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
。
民
が
あ
な
た
の
こ
と
を
、
慈
悲
深
い
知
事
殿
と
ひ
と
た
び
仰
ぎ
見
れ
ば
、
獄
吏
の
権
威
を
畏
れ
る
思
い
も
少
し
は
薄
れ
る
で
し
ょ
う
。
　
そ
し
て
私
が
会
稽
を
み
ず
か
ら
治
め
る
こ
ろ
に
は
、
鏡
湖
は
水
も
引
い
て
、
た
ら
い
0
0
0
よ
り
も
小
さ
く
な
っ
て
い
ま
し
ょ
う
。
私
が
東
に
や
っ
て
来
る
と
き
に
は
、（
あ
な
た
の
お
働
き
で
）
災
害
の
跡
は
も
う
無
く
な
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
一
九
五
四
（
施
三
三
―
三
七
）
送
范
中
濟
經
略
侍
郞
分　
賦
詩
軾
得
先
字
且
贈
以
魚
枕
杯
四
馬
箠
一
以
元
戎
十
乘
以
先
諬
行
爲　
范はん
中
ち
ゆ
う
済せい
経けい
略
り
や
く
侍じ
郎ろう
を
送おく
り
、
韻いん
を
分わ
か
ち
て
詩し
を
賦ふ
す
。
軾
し
よ
く　
先せん
の
字じ
を
得え
た
り
。
且か
つ
贈おく
る
に
魚ぎよ
枕ちん
杯はい
四よ
つ
・
馬ば
箠すい
一ひと
つ
を
以
て
す
。「
元げん
戎
じ
ゆ
う
十
じ
ゆ
う
乗じよ
う、
以もつ
て
先ま
ず
行こう
を
啓ひら
く
」
を
以もつ
て
韻いん
と
為な
す
1　
梁
李
久
樂
禍 
 
 
梁りよ
う・
李り　
久ひさ
し
く
禍か
を
楽ねが
う
2　
自
焚
豈
非
天 
 
 
自みず
から
焚や
く
は　
豈あ
に
天てん
に
非あら
ず
や
3　
兩
鼠
鬪
穴
中 
 
 
両りよ
う
そ鼠　
穴けつ
中ちゆ
うに
闘
た
た
か
う
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4　
一　
亦
偶
然 
 
 
一いつ
勝しよ
うも
亦ま
た
偶ぐう
然ぜん
な
り
5　
謀
初
要
百
慮 
 
 
謀ぼう
し
よ初　
百
ひ
や
く
慮りよ
を
要よう
す
れ
ば
6　
善
後
乃
萬
全 
 
 
善ぜん
後ご　
乃
す
な
わ
ち
万ばん
全ぜん
な
り
7　
廟
堂
選
世
將 
 
  
廟
び
よ
う
堂どう　
世せい
将しよ
うを
選えら
ぶ
8　
范
氏
眞
多
賢 
 
 
范はん
氏し　
真
ま
こ
と
に
賢けん
多おお
し
9　
仁
風
被
宿
麥 
 
 
仁じん
風ぷう　
宿
し
ゆ
く
麦ばく
に
被
こ
う
む
ら
し
め
て
10　
綠
浪
搖
秦
川 
 
 
緑りよ
く
ろ
う
浪　
秦しん
川せん
に
揺ゆ
れ
ん
11　
號
令
聳
毛
羽 
 
 
号ごう
令れい　
毛もう
羽う
を
聳そび
や
か
し
め
12　
先
聲
落
虛
弦 
 
 
先せん
せ
い声　
虚きよ
弦げん
に
落お
ち
ん
13　
我
家
天
一
方 
 
 
我わ
が
家いえ
は
天てん
の
一いつ
方ぽう
14　
去
路
城
西
偏 
 
 
去きよ
路ろ　
城
じ
よ
う
の
西せい
偏へん
15　
投
竿
困
日 
 
 
竿さお
を
投とう
じ
て
障
し
よ
う
日じつ
に
困こん
ぜ
ん
16　
賣
劍
行
歸
田 
 
 
剣けん
を
売う
り
て
行ゆ
く
ゆ
く
帰き
田でん
せ
ん
17　
贈
君
荊
魚
杯 
 
 
君きみ
に
荊けい
の
魚ぎよ
は
い杯
を
贈おく
り
18　
副
以
蜀
馬
鞭 
 
 
副そ
う
る
に
蜀
し
よ
く
の
馬ば
鞭べん
を
以もつ
て
す
19　
一
醉
可
以
起 
 
 
一いつ
す
い酔
し
て
以もつ
て
起た
つ
可べ
し
20　
毋
令
祖
生
先 
 
 
祖そ
生せい
を
し
て
先さき
ん
ぜ
し
む
る
毋な
か
れ
元
祐
八
年
（
一
〇
九
三
）、
五
十
八
歳
の
作
。
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八
○
范
中
済　
范はん
子し
奇き
の
こ
と
。
中
済
は
そ
の
字
あ
ざ
な
。
そ
の
家
は
も
と
五
代
十
国
の
蜀
に
仕
え
、
范
仁
恕
は
宰
相
と
な
っ
た
が
、
范
従
じ
ゆ
う
亀き
の
と
き
宋
に
入
朝
し
て
右
屯
衛
将
軍
と
な
っ
た
。
子
奇
の
祖
父
の
范
雍よう
は
宋
初
の
辺
防
に
功
績
が
あ
り
、
子
奇
自
身
も
ま
た
知
慶
州
（
慶
州
は
甘
粛
省
の
地
名
）
と
し
て
よ
く
辺
境
を
守
っ
て
、
官
は
吏
部
侍
郎
に
至
っ
た
。『
宋
史
』
巻
二
八
八
に
伝
が
あ
る
。
○
分
韻
「
曽
子
固
が
越
に
倅
た
る
を
送
っ
て
燕
の
字
を
得
た
り
」
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
二
冊
一
三
頁
）
を
参
照
。
こ
の
時
は
、詩
題
に
引
く
『
詩
経
』
の
詩
句
の
八
字
を
各
人
が
韻
字
と
し
て
詩
を
作
り
、
蘇
軾
は
「
先
」
の
字
（
下
平
声
一
先
の
韻
）
を
韻
字
と
し
て
こ
の
詩
を
作
っ
た
。
○
魚
枕
杯　
魚
の
頭
骨
に
あ
る
丁
字
形
の
も
の
を
用
い
て
作
っ
た
酒
杯
。「
荊
州　
十
首
」
そ
の
八
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
一
冊
一
七
〇
頁
）
を
参
照
。
○
馬
箠　
む
ち
。
馬
を
打
つ
竹
の
む
ち
。
○
元
戎
二
句　
こ
の
二
句
は
、
北
方
の
異
民
族
を
征
伐
し
て
大
功
を
あ
げ
る
こ
と
を
う
た
っ
た
、『
詩
経
』
小
雅
（
南
有
嘉
魚
之
什
）「
六
月
」
の
一
節
。
元
戎
は
、
大
き
な
兵
車
。
1 
2
○
梁
李
・
自
焚
二
句　
梁
氏
と
李
氏
は
、
西
夏
を
代
表
す
る
宗
族
。
宋
の
元
豊
四
年
（
一
〇
八
一
）、
当
時
の
国
主
毅
宗
に
、
河
南
の
地
を
宋
に
返
還
す
る
よ
う
説
い
た
将
軍
の
李
清
が
、
毅
宗
の
母
で
あ
る
梁
太
后
に
殺
さ
れ
、
こ
れ
を
機
に
太
后
が
政
権
を
握
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
も
と
で
西
夏
の
国
内
は
乱
れ
、
宋
は
こ
れ
に
乗
じ
て
李
憲
を
派
遣
し
て
西
夏
を
攻
め
た
が
、
得
る
所
な
く
帰
っ
た
。
二
句
は
こ
の
事
件
を
ふ
ま
え
る
。
楽
禍
は
、
わ
ざ
わ
い
を
願
い
楽
し
む
（『
四
河
入
海
』
の
訓
は
「
ワ
ザ
ワ
イ
ヲ
ネ
ガ
フ
」）。『
春
秋
左
氏
伝
』
荘
公
二
十
年
に
、「
今　
王おう
子し
頽たい　
歌
舞
し
て
倦う
ま
ざ
る
は
、
禍
を
楽
し
む
な
り
」
と
あ
る
。
自
焚
は
、
自
分
の
身
を
焼
く
こ
と
。『
春
秋
左
氏
伝
』
隠
公
四
年
に
、「
夫そ
れ
兵
は
猶
お
火
の
ご
と
き
な
り
。
戢おさ
め
ず
ん
ば
、
将まさ
に
自
ら
焚
け
ん
と
す
」
と
あ
る
。
○
両
鼠
・
一
勝
二
句　
前
の
二
句
と
同
じ
く
、
梁
氏
と
李
氏
を
め
ぐ
る
西
夏
の
紛
争
に
つ
い
て
述
べ
る
。
両
鼠
の
喩
え
は
、『
史
記
』
廉れん
頗ぱ
藺りん
相
し
よ
う
如じよ
列
伝
に
、「
秦　
韓
を
伐
ち
、
閼あつ
与よ
に
軍
す
。
王　
廉
頗
を
召
し
て
問
う
て
曰
く
、「
救
う
べ
き
や
不いな
や
」
と
。
対こた
え
て
曰
く
、「
道　
遠
く
険
狭
に
し
て
、
救
い
難
し
」
と
。
…
…
又
た
召
し
て
趙
ち
よ
う
奢しや
に
問
う
。
奢　
対
え
て
曰
く
、「
其
の
道　
遠
く
険
狭
な
る
こ
と
、
之
を
譬たと
う
れ
ば
、
猶
お
両
鼠
の
穴
中
に
闘
う
が
ご
と
し
。
将
の
勇
な
る
者　
勝
た
ん
」
と
」
と
あ
る
。
5
○
謀
初　
出
だ
し
を
よ
く
考
え
る
。
6
○
善
後　
よ
い
結
果
を
得
る
。
う
ま
く
け
り
を
つ
け
る
。『
孫
子
』
作
戦
篇
に
、「
夫
れ
兵
を
鈍つか
ら
せ
鋭えい
を
挫くじ
き
、
力
を
屈つ
く
し
貨
を
殫つ
く
す
と
き
は
、
則
ち
諸
侯　
其
の
弊
に
乗
じ
て
起
こ
る
。
智
者
有
り
と
雖
も
、
其
の
後
を
善
く
す
る
こ
と
能
わ
ず
」
と
あ
る
。
7
○
廟
堂　
朝
廷
。
古
く
は
天
子
が
政
事
を
祖
先
の
み
た
ま
や
（
廟
堂
）
に
告
げ
、
群
臣
に
は
か
っ
た
。
○
世
将　
代
々
将
軍
を
つ
と
め
た
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
人
。
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「
世よ
よ
将
た
り
」
と
も
訓
ず
る
。『
史
記
』
李
将
軍
列
伝
に
、「
天
子
以お
為も
え
ら
く
、
李
氏
は
世
将
な
り
、
と
。
而しか
し
て
八
百
騎
に
将
た
ら
し
む
」
と
あ
る
。
范
子
奇
の
祖
父
が
辺
境
守
備
に
功
績
が
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
詩
題
の
注
を
参
照
。
9
○
仁
風　
仁
徳
が
風
の
よ
う
に
あ
ま
ね
く
遠
く
ま
で
行
き
わ
た
る
こ
と
。
潘
岳
「
賈か
謐ひつ
の
為
に
作
り
て
陸
機
に
贈
る
」
詩
（『
文
選
』
巻
二
四
）
に
、「
大
晉
は
天
を
統す
べ
、
仁
風
は
遐とお
く
揚
が
る
」
と
あ
る
。
○
宿
麦　
年
を
越
す
麦
。
麦
は
秋
に
種
を
ま
き
、
そ
の
冬
を
越
し
て
翌
年
の
夏
に
収
穫
す
る
。
「
杭
州
の
杜
・
戚
・
陳
の
三さん
掾えん
が
官
を
罷
め
て
郷
に
帰
る
を
送
る
」
詩
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
三
冊
一
三
七
頁
）
を
参
照
。
10
○
緑
浪
一
句　
柳
宗
元
「
黄こう
鸝り
を
聞
く
」
詩
（『
柳
河
東
集
』
巻
四
三
）
に
、「
目　
千
里
を
極
む
れ
ば
山
河
無
く
、
麦ばく
芒ぼう　
天
に
際まじ
わ
っ
て
青
波
を
揺
ら
す
」
と
あ
る
。
秦
川
は
、
陝
西
省
に
甘
粛
省
の
一
部
を
加
え
た
地
域
（
戦
国
時
代
の
秦
の
領
域
）
の
、
川
沿
い
の
平
地
の
こ
と
。
范
子
奇
が
こ
れ
か
ら
赴
任
す
る
の
が
、西
夏
と
対
峙
す
る
こ
の
一
帯
で
あ
る
。
11
○
号
令　
大
声
で
命
令
す
る
。『
国
語
』
越
語
上
に
、「
越
王
勾こう
践せん　
会
稽
の
上
に
棲
み
、
乃
ち
三
軍
に
号
令
す
」
と
あ
る
。
○
毛
羽　
鳥
の
羽
の
意
で
、
鳥
類
を
い
う
。『
淮
南
子
』
天
文
訓
に
、「
毛
羽
あ
る
者
は
飛
行
の
類
な
り
」
と
あ
る
。
12
○
先
声　
名
声
を
先
に
（
周
囲
に
）
伝
え
る
。『
史
記
』
淮
陰
侯
列
伝
に
、「
兵
に
は
固もと
よ
り
声
を
先
に
し
て
実
を
後
に
す
る
者
有
り
と
は
、
此
の
謂いい
な
り
」
と
あ
る
。
○
落
虚
弦　
弓
の
名
手
更こう
羸るい
が
、
雁
が
飛
ん
で
い
る
の
見
て
、
魏
王
の
た
め
に
弓
を
射
る
音
の
み
（
虚
発
）
に
よ
っ
て
雁
を
落
と
し
た
故
事
。
雁
は
傷
を
負
い
群
れ
を
離
れ
て
い
た
こ
と
を
、
更
羸
は
そ
の
飛
び
方
と
鳴
き
声
に
よ
っ
て
知
っ
た
と
い
う
（『
戦
国
策
』
楚
策
四
）。「
広
陵
に
し
て
三
同
舎
に
会
す
…
…
、
劉
り
ゆ
う
貢こう
父ほ
」
詩
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
二
冊
一
五
〇
頁
）
を
参
照
。
13
○
天
一
方　
天
の
一
方
の
果
て
の
意
で
、
遠
く
離
れ
て
い
る
こ
と
。
蘇
武
「
詩　
四
首
」
そ
の
四
（『
文
選
』
巻
二
九
）
に
、「
良
友
も
遠
く
離
別
す
れ
ば
、
各おの
お
の
天
の
一
方
に
在
り
」
と
あ
る
。
14
○
去
路　
蘇
軾
の
故
郷
で
あ
る
蜀
へ
帰
る
み
ち
。
○
城
西
偏　
范
子
奇
の
赴
く
慶
州
の
西
端
。
15
○
投
竿
一
句　
杜
牧
「
途
中
の
一
絶
」（『
樊
川
文
集
』
巻
四
）
に
、
「
惆
悵
す　
江
湖　
釣
ち
よ
う
竿かん
の
手
、
却
っ
て
西
日
を
遮
さ
え
ぎ
り
て
長
安
に
向
か
う
を
」
と
あ
る
。
こ
の
詩
は
、
晩
年
の
杜
牧
が
湖
州
か
ら
長
安
に
赴
く
と
き
に
作
ら
れ
た
も
の
で
、
こ
の
一
句
は
そ
れ
を
意
識
す
る
と
思おぼ
し
い
。
一
韓
智
翃
は
、「
坡
（
ノ
）
言
（
フ
コ
コ
ロ
）
ハ
、
我
レ
江
湖
ノ
釣
竿
ヲ
投
棄
シ
テ
、
平
生
釣
竿
ノ
手
ヲ
以
テ
、
今
、
日
ヲ
障さ
ヘ
テ
在
京
シ
マ
ワ
ル
程
ニ
、
仕
宦
ニ
困
ズ
ル
ゾ
」（『
四
河
入
海
』
巻
二
二
の
二
）
と
記
す
。
16
○
売
剣
一
句　
漢
の
龔
き
よ
う
遂すい
が
渤ぼつ
海かい
太
守
と
な
っ
た
と
き
、
農
民
た
ち
に
佩お
び
て
い
る
刀
剣
を
売
っ
て
牛
や
子
牛
を
買
わ
せ
た
故
事
（『
漢
書
』
龔
遂
伝
）。「
山
村
五
絶
」
そ
の
二
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
二
冊
五
〇
七
頁
）
を
参
照
。
17 
18
○
贈
君
・
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一
〇
副
以
二
句　
詩
題
の
注
を
参
照
。
19
○
一
酔
一
句　
韓
愈
「
石
処
士
の
河
陽
の
幕ばく
に
赴
く
を
送
る
」
詩
（『
韓
昌
黎
集
』
巻
四
）
に
、「
去きよ
去きよ　
事　
方まさ
に
急
、
酒
行めぐ
ら
ば
以
て
起
つ
可べ
し
」
と
あ
る
。
20
○
毋
令
一
句　
晉
の
祖そ
逖てき
と
劉
り
ゆ
う
琨こん
は
、
と
も
に
北
方
の
異
民
族
を
相
手
に
戦
っ
た
将
軍
で
、
若
年
の
頃
か
ら
友
人
か
つ
ラ
イ
バ
ル
で
あ
っ
た
。
祖
逖
が
登
用
さ
れ
る
と
聞
い
た
劉
琨
は
、
親
し
い
人
に
手
紙
を
書
い
て
、「
吾
れ
戈ほこ
を
枕
に
し
て
旦
あ
し
た
を
待
ち
、
逆げき
虜りよ
を
梟
き
よ
う
せ
ん
こ
と
を
志
す
。
常
に
恐
る
ら
く
は
祖
生
の
吾
に
先
ん
じ
て
鞭
を
著つ
け
ん
こ
と
を
」
と
い
っ
た
（『
晉
書
』
劉
琨
伝
）。「
虔
州
八
境
の
図　
八
首
」
そ
の
五
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
四
冊
四
四
二
頁
）
を
参
照
。
　
（
西
夏
の
）
梁
氏
と
李
氏
は
長
ら
く
禍
を
楽
し
ん
で
い
た
の
だ
か
ら
、
我
が
身
を
滅
ぼ
す
の
も
天
の
し
か
ら
し
む
る
と
こ
ろ
。
二
匹
の
ネ
ズ
ミ
が
穴
の
中
で
闘
っ
て
、
ど
ち
ら
か
が
勝
っ
た
と
し
て
も
そ
れ
は
偶
然
に
過
ぎ
な
い
。
　
物
事
は
初
め
十
分
に
は
か
り
ご
と
を
め
ぐ
ら
せ
て
お
け
ば
、後
に
な
っ
て
万
全
の
結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も
の
だ
。
こ
の
た
び
朝
廷
で
は
、
代
々
将
軍
を
つ
と
め
た
武
門
の
方
を
（
経
略
の
任
に
）
選
ん
だ
が
、
そ
の
任
が
下
っ
た
范
家
は
ま
こ
と
逸
材
を
輩
出
す
る
家
柄
。
君
の
任
地
で
は
、
年
を
越
し
た
麦
に
仁
徳
の
風
が
吹
い
て
、
晴
れ
渡
っ
た
平
原
に
緑
色
の
実
り
の
波
が
揺
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
君
の
号
令
を
聞
け
ば
、
え
び
す
ど
も
は
も
う
そ
れ
だ
け
で
鳥
が
お
じ
け
づ
く
よ
う
。
君
の
名
声
を
耳
に
し
た
だ
け
で
、
更こう
羸るい
の
弓ゆ
づ
る弦
の
音
で
雁
が
落
ち
た
よ
う
に
降くだ
る
だ
ろ
う
。
　
我
が
ふ
る
さ
と
は
こ
の
空
の
果
て
の
蜀
に
あ
る
か
ら
、
そ
こ
へ
行
く
に
は
君
の
任
地
の
西
の
端
を
通
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
た
び
は
釣
り
竿
を
棄
て
た
手
で
日
を
遮
り
つ
つ
、
あ
く
せ
く
と
都
へ
上
っ
た
が
、
い
ず
れ
は
剣
な
ど
売
り
払
っ
て
そ
の
ふ
る
さ
と
に
帰
り
た
く
思
っ
て
い
る
。
　
君
に
は
荊
州
の
魚ぎよ
枕ちん
の
杯
を
贈
り
、
蜀
の
馬
の
鞭
も
お
付
け
し
よ
う
。
こ
の
杯
で
一
杯
や
っ
て
い
ざ
出
立
な
さ
れ
よ
。
手
柄
を
狙
う
他
の
武
者
た
ち
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
先
鞭
を
付
け
ら
れ
ぬ
よ
う
に
。
 
（
担
当　
西
岡　
淳
）
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一
一
一
九
五
六
（
施
三
三
―
三
九
）
呂
與
叔
學
士
挽
詞
呂ろ
与よ
叔
し
ゆ
く
学がく
士し
が
挽ばん
詞し
1　
言
中
謀
猷
行
中
經 
 
 
言げん
は
謀ぼう
猷ゆう
に
中あた
り　
行こう
は
経けい
に
中あた
る
2　
關
西
人
物
數
淸
英 
 
 
関かん
西せい
の
人じん
物ぶつ　
清せい
英えい
を
数かぞ
う
3　
欲
叔
度
留
終
日 
 
  
叔
し
ゆ
く
度ど
に
過よぎ
っ
て
終
し
ゆ
う
日じつ
留とど
ま
ら
ん
と
欲ほつ
し
4　
未
識
魯
山
空
此
生 
 
 
未いま
だ
魯ろ
山ざん
を
識し
ら
ず　
此こ
の
生せい
を
空むな
し
ゅ
う
す
5　
論
議
凋
零
三
益
友 
 
 
論ろん
議ぎ
凋
ち
よ
う
零れい
す　
三さん
益えき
友ゆう
6　
功
名
分
付
二
難
兄 
 
 
功こう
名めい
分ぶん
付ぷ
す　
二に
難なん
兄けい
7　
老
來
尙
有
憂
時
歎 
 
 
老ろう
来らい　
尚な
お
時とき
を
憂うれ
う
る
歎たん
有あ
り
8　
此
涕
無
從
何
處
傾 
 
 
此こ
の
涕
な
み
だ　
従よ
る
無な
く
ん
ば
何い
ず
こ処
に
か
傾
か
た
む
け
ん
　
元
祐
八
年
（
一
〇
九
三
）、
五
十
八
歳
の
作
。
○
呂
与
叔
学
士　
呂
与
叔
は
、
呂ろ
大たい
臨りん
（
一
〇
四
六
～
九
二
）
の
こ
と
。
与
叔
は
そ
の
字
あ
ざ
な
。
藍
田
（
陝
西
省
）
の
人
。
張
ち
よ
う
載さい
（
張
横
渠　
一
〇
二
〇
～
七
七
）
と
程てい
顥こう
・
程てい
頤い
（
二
程　
一
〇
三
二
～
八
五
、一
〇
三
三
～
一
一
〇
七
）
に
学
び
、
謝しや
良
り
よ
う
佐さ
・
游ゆう
酢さく
・
楊よう
時じ
と
と
も
に
「
程
門
の
四
先
生
」
と
称
さ
れ
た
。
六
経
の
な
か
で
も
と
り
わ
け
礼
学
に
通
じ
て
い
た
。『
宋
史
』
巻
三
四
〇
に
伝
が
あ
る
。
元
祐
年
間
に
太
学
博
士
と
な
り
、
つ
い
で
秘
書
省
正
字
と
な
っ
た
。『
夢む
渓けい
筆
談
』
巻
一
に
「
集
賢
院
記
に
「
開
元
の
故
事
に
、
校
書
の
官
は
許
さ
れ
て
学
士
と
称
せ
ら
る
」
と
。
今
、
三
館
の
職
事
、
皆
な
学
士
と
称
せ
ら
る
る
は
、
開
元
の
故
事
を
用
う
る
な
り
」
と
あ
る
。
呂
大
臨
は
芸うん
閣かく
先
生
（
芸
閣
は
秘
書
省
の
別
称
）
と
も
呼
ば
れ
、
晩
年
に
は
秘
書
省
正
字
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
学
士
の
称
を
用
い
た
の
で
あ
ろ
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一
二
う
。
挽
詞
は
、
死
者
を
弔
う
詩
。
葬
礼
の
際
に
棺
を
挽ひ
く
者
が
う
た
う
歌
を
挽
歌
と
い
い
、
漢
の
「
薤かい
露ろ
」「
蒿こう
里り
」
が
そ
の
は
じ
ま
り
と
さ
れ
る
。『
文
苑
英
華
』
巻
三
一
〇
「
悲ひ
悼とう
」
に
「
挽
歌
八
十
六
首
」
と
あ
る
な
か
に
挽
詞
と
題
さ
れ
た
作
品
も
多
く
収
録
さ
れ
て
お
り
、
挽
詞
は
挽
歌
と
同
じ
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
吕
与
叔
は
元
祐
七
年
（
一
〇
九
二
）
の
五
月
か
六
月
に
亡
く
な
っ
て
お
り
（
孔
凡
礼
『
蘇
軾
年
譜
』
下
冊
一
〇
八
六
頁
）、
本
詩
は
そ
の
人
を
弔
う
た
め
に
作
ら
れ
た
。
1
○
言
中
一
句　
『
論
語
』
微
子
篇
に
「
言
は
倫みち
に
中あた
り
、
行
は
慮
お
も
ん
ぱ
かり
に
中あた
る
」
と
い
う
逸
民
の
柳
下
恵
と
少
連
へ
の
孔
子
の
評
語
が
借
り
用
い
ら
れ
て
い
る
。
謀
猷
は
、
道
に
適
っ
た
謀
は
か
り
ご
とを
い
う
。『
尚
書
』
文
侯
之
命
に
「
昭つと
め
て
厥そ
の
辟きみ
に
事つか
え
、
越ま
た
小
大
の
謀ぼう
猷ゆう
に
、
率そつ
従じゆ
うせ
ざ
る
罔な
し
」
と
あ
る
。
2
〇
関
西
一
句　
関
西
は
函
谷
関
以
西
の
地
を
さ
し
、人
物
と
は
、傑
出
し
た
人
材
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。
こ
こ
で
は
藍
田
出
身
の
呂
大
臨
を
称
え
て
い
る
。
清
英
は
、
朝
廷
で
活
躍
す
る
べ
き
俊
才
を
い
う
。『
後
漢
書
』
辺へん
譲
じ
よ
う
伝
に
「
議
郎
の
蔡さい
邕よう
は
深
く
之
を
敬
い
、
以お
為も
え
ら
く
「（
辺
）
譲
は
宜
し
く
高
任
に
処お
る
べ
し
」
と
。
乃
ち
何か
進しん
に
薦すす
め
て
曰
く
、「
伏ふ
し
て
惟おも
う
に
、
幕
府
初
め
て
開
き
、
博
く
清
英
を
選
ぶ
…
…
」
と
」
と
あ
る
。
3
〇
叔
度　
後
漢
末
の
清
流
派
の
代
表
格
で
あ
る
黄こう
憲けん
の
こ
と
、
叔
度
は
そ
の
字
。『
世
説
新
語
』
徳
行
篇
に
、
清
流
派
の
一
人
郭かく
泰たい
が
黄
憲
の
と
こ
ろ
へ
二
晩
も
泊
ま
っ
た
理
由
を
述
べ
て
、「
叔
度
は
汪おう
汪おう
と
し
て
万ばん
頃けい
の
陂いけ
の
如
し
。
之
を
澄す
ま
し
て
も
清す
ま
ず
、
之
を
擾みだ
し
て
も
濁にご
ら
ず
。
其
の
器
う
つ
わ
は
深
く
広
く
測
量
し
難
き
な
り
」
と
黄
憲
の
人
柄
を
称
え
て
い
る
。
こ
こ
で
は
呂
大
臨
を
黄
憲
に
擬
え
て
い
る
。
4
○
未
識
一
句　
魯
山
は
唐
の
元
徳
秀
、
字
は
紫
芝
、
河
南
の
人
。
魯
山
令
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
魯
山
と
い
う
。
皮
日
休
の
「
七
愛
詩　
幷
び
に
序
」（『
全
唐
詩
』
巻
六
〇
八
）
に
「
元
魯
山
」
を
詠
じ
て
「
吾
れ
愛
す　
元
紫
芝
、
清
介
な
る
こ
と
伯はく
夷い
の
如
し
…
…
吾
れ
に
魯
山
の
道
無
く
、
空
し
く
魯
山
の
辞
有
り
、
恨
む
所
は
相
識
ら
ざ
る
こ
と
、
毫ふで
を
援と
り
て
空
し
く
涕
な
み
だ
垂
る
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
呂
大
臨
を
元
徳
秀
に
擬
え
て
い
る
。
5
○
論
議
一
句　
論
議
は
、
そ
の
人
物
が
も
つ
認
識
や
意
見
。『
合
注
』
で
は
議
論
に
作
る
が
、
こ
こ
で
は
宋
本
に
従
う
。『
容
斎
三
筆
』
巻
六
「
賢
士
隠
居
者
」
の
条
に
「
其
の
容
貌
を
望
み
、
其
の
論
議
を
聴
き
、
聳
し
よ
う
然ぜん
と
せ
ざ
る
も
の
莫な
し
」
と
あ
る
。
凋
零
は
、
衰
微
し
て
い
く
こ
と
、
亡
く
な
る
こ
と
も
い
う
。
白
居
易
「
夢ぼう
得とく
に
代か
わ
り
て
吟
ず
」
詩
（『
白
居
易
集
箋
校
』
巻
二
五
）
に
「
後
来
は
変
化
し
て
三さん
分ぶん
は
貴
く
、
同
輩
は
凋
零
し
て
太
半
は
無
し
」
と
あ
る
。
三
益
友
は
、『
論
語
』
季
子
篇
に
「
孔
子
曰
く
「
益
者
三
友
、
損
者
三
友
。
直なお
き
を
友
と
し
、
諒
り
よ
う
を
友
と
し
、
多た
聞ぶん
を
友
と
す
る
は
、
益
な
り
」
と
あ
り
、
友
と
す
べ
き
は
、
剛
直
な
人
物
、
誠
実
な
人
物
、
博
識
な
人
物
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。
こ
こ
で
は
呂
大
臨
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一
三
が
そ
れ
を
兼
ね
備
え
た
友
に
値
す
る
人
物
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。
6
○
巧
名
一
句　
『
世
説
新
語
』
徳
行
篇
の
陳
元
方
・
陳
季
方
兄
弟
が
ど
ち
ら
も
優
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
難
兄
難
弟
と
い
う
。
呂
大
臨
は
呂
蕡ふん
の
第
四
子
で
あ
り
、
大
忠
（
字
は
進
伯
）・
大
防
（
字
は
微
仲
）・
大
鈞
（
字
は
和
叔
）
の
三
人
の
兄
が
い
た
。
そ
の
う
ち
、
大
臨
よ
り
前
に
死
去
し
た
大
鈞
を
除
く
、
大
忠
・
大
防
の
二
名
を
指
し
て
難
兄
と
い
う
と
考
え
ら
れ
る
（『
宋
史
』
巻
三
四
〇
の
伝
を
参
照
）。
8
○
此
涕
一
句　
孔
子
が
衞えい
で
喪
祭
に
遭
遇
し
、
子
貢
に
驂
そ
え
う
まを
贈
る
よ
う
に
命
じ
た
。
子
貢
は
弟
子
の
喪
祭
よ
り
も
丁
重
で
は
な
い
か
と
訝
い
ぶ
か
し
が
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
「
夫ふう
子し
曰
く
「
予　
鄉さ
者き
に
入
り
て
之
を
哭
せ
る
と
き
、一
哀
に
遇
い
て
涕
な
み
だ
を
出い
だ
せ
り
。
予　
夫そ
の
涕
の
従よ
る
無
き
を
悪にく
む
な
り
。
小
子　
之
を
行
え
」
と
」（『
礼
記
』
檀
弓
上
）
と
あ
る
。
　
朝
廷
に
お
け
る
献
言
は
道
に
適かな
い
、
そ
の
行
い
は
聖
人
の
教
え
に
沿
う
て
い
た
。
関
西
の
生
ん
だ
人
物
に
は
俊
英
を
多
く
数
え
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
黄
叔
度
（
の
よ
う
な
あ
な
た
）
を
訪
ね
て
ひ
ね
も
す
語
り
あ
か
そ
う
と
思
い
つ
つ
、
元
魯
山
（
の
よ
う
な
あ
な
た
）
と
面
識
な
き
ま
ま
に
き
て
し
ま
っ
た
こ
の
人
生
は
な
ん
と
む
な
し
い
も
の
で
し
ょ
う
。
　
友
と
す
べ
き
あ
な
た
と
論
じ
あ
う
夢
は
し
ぼ
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
が
、
そ
の
功
名
は
お
二
人
の
優
れ
た
兄
上
に
分
か
ち
残
さ
れ
ま
し
た
。
年
老
い
て
な
お
世
の
流
れ
を
愁
い
嘆
か
れ
た
の
で
す
。
私
の
流
す
こ
の
涙
が
理
由
な
き
も
の
な
ら
ば
、
誰
の
た
め
に
流
す
と
い
う
の
で
し
ょ
う
（
こ
の
涕
は
あ
な
た
の
た
め
に
こ
そ
流
す
の
で
す
）。
一
九
五
七
（
施
三
三
―
四
〇
）
丹
元
子
示
詩
飄
飄
然
有
仙
風
氣
吳
傳
正
繼
作
復
次
其
丹たん
元げん
子し　
詩し
を
示しめ
す
。
飄
ひ
よ
う
飄
ひ
よ
う
然ぜん
と
し
て
謫たく
仙せん
が
風ふう
気き
有あ
り
。
呉ご
伝でん
正せい　
継つ
い
で
作つく
る
。
復ま
た
其そ
の
韻いん
に
次じ
す
1　
飛
仙
亦
偶
然 
 
 
飛ひ
仙せん
も
亦ま
た
偶ぐう
然ぜん
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一
四
２　
脫
命
瞬
息
中 
 
 
命めい
を
脱だつ
す　
瞬
し
ゆ
ん
息そく
の
中うち
3　
惟
詩
不
可
擬 
 
 
惟た
だ
詩し
の
み
擬
な
ぞ
ら
う
可べ
か
ら
ず
し
て
4　
如
寫
天
日
容 
 
 
天てん
日じつ
の
容
か
た
ち
を
写うつ
す
が
如ごと
し
5　
中
哦
七
言 
 
 
夢ゆめ
の
中うち
に　
七しち
言ごん
を
哦が
し
6　
玉
丹
已
入
懷 
 
  
玉
ぎ
よ
く
丹たん　
已すで
に
懐
ふ
と
こ
ろに
入い
る
7　
一
語
遭
綽
虐 
 
 
一いち
語ご　
綽
し
や
く
虐ぎや
くに
遭あ
い
て
8　
失
身
墮
蓬
萊 
 
 
身み
を
失
う
し
な
い
て
蓬ほう
萊らい
よ
り
堕お
つ
9　
蓬
萊
至
今
空 
 
 
蓬ほう
萊らい
は
今いま
に
至いた
る
も
空むな
し
ゅ
う
し
て
10　
短
不
養
才 
 
 
短たん
を
護まも
り
て
才さい
を
養
や
し
な
わ
ず
11　
上
界
足
官
府 
 
  
上
じ
よ
う
界かい
は
官かん
府ぷ
足おお
く
12　
仙
應
退
休 
 
 
謫たく
仙せん　
応まさ
に
退たい
休きゆ
うす
べ
し
13　
可
憐
吳
與
蘇 
 
 
憐あわ
れ
む
可べ
し　
呉ご
と
蘇そ
と
14　
骯
髒
雪
滿
頭 
 
 
骯こう
髒そう
に
し
て　
雪ゆき　
頭
こ
う
べ
に
満み
つ
15　
雪
滿
頭
　
　	
	
	
雪ゆき　
頭
こ
う
べ
に
満み
つ
16　
終
當
却
與
丹
元
子 
終つい
に
当まさ
に
却かえ
っ
て
丹たん
元げん
子し
と
与とも
に
17　
笑
指
東
海
乘
桴
浮 
笑わら
い
て
東とう
海かい
を
指さ
し
て
桴
い
か
だ
に
乗の
り
て
浮うか
ぶ
べ
し
元
祐
八
年
（
一
〇
九
三
）、
五
十
八
歳
の
作
。
○
丹
元
子　
姚
安
世
の
こ
と
。
丹
元
姚
先
生
と
も
呼
ば
れ
た
（『
蘇
軾
詩
注
解
（
二
十
六
）』
に
収
め
る
作
品
番
号
一
九
三
五
・
一
九
三
六
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五
の
詩
の
注
を
参
照
）。
姚
氏
の
元
の
詩
は
伝
わ
ら
な
い
。
○
飄
飄
然　
軽
や
か
に
世
俗
を
超
脱
す
る
さ
ま
。
漢
の
武
帝
が
司
馬
相
如
の「
大
人
の
賦
」
を
見
て
、「
天
子
大
い
に
説
よ
ろ
こ
び
飄
飄
と
し
て
凌
雲
の
気
有
り
、
天
地
の
間
に
游
ぶ
意
に
似
た
り
」（『
史
記
』
司
馬
相
如
伝
）
と
称
え
た
故
事
を
丹
元
子
の
詩
に
用
い
て
い
る
。
○
謫
仙
風
気　
仙
人
の
よ
う
な
趣
を
も
つ
こ
と
。
李
白
「
酒
に
対むか
っ
て
賀が
監かん
を
憶
う　
二
首　
幷
び
に
序
」（『
李
太
白
全
集
』
巻
二
三
）
に
「
太
子
賓
客
賀
公　
長
安
紫し
極
ぎ
よ
く
宫きゆ
うに
於
て
、
余よ
を
一いつ
見けん
し
、
余
を
呼
ん
で
謫
仙
人
と
為
す
」
と
あ
る
。
謫
仙
は
、
俗
世
に
身
を
お
く
仙
人
の
こ
と
。
○
呉
伝
正　
名
は
安
詩
。
伝
正
は
そ
の
字
。「
呉
伝
正
が
「
枯
木
の
歌
」
に
次
韻
す
」
詩
（『
蘇
軾
詩
注
解
（
二
十
七
）』
の
詩
題
の
注
を
参
照
。
呉
氏
の
詩
も
伝
わ
ら
な
い
。
1
○
飛
仙　
天
空
に
飛
翔
す
る
仙
人
の
こ
と
。
蘇
軾
「
孫
職
方
が
「
蒼
梧
山
」
に
次
韻
す
」
詩
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
三
冊
四
一
一
頁
）
を
参
照
。
2
○
脱
命　
命
か
ら
が
ら
逃
げ
る
こ
と
。
柳
宗
元
「
韋い
珩こう
に
寄
す
」
詩
（『
柳
河
東
集
』
巻
四
二
）
に
「
奇
瘡　
釘
骨　
状
は
箭
の
如
く
、
鬼
手
よ
り
命
を
脱
す
る
こ
と　
纎せん
毫ごう
を
争
う
」
と
あ
る
。
一
韓
智
翃
の
聞
書
に
「
脱
命
ト
云
（
フ
）
ハ
、
天
帝
之ノ
勅
命
ヲ
チ
ガ
ヘ
テ
亡
命
ス
ル
ノ
心
ゾ
」（『
四
河
入
海
』
巻
一
九
の
三
）
と
記
す
。
○
瞬
息
中　
一
度
ま
ば
た
き
し
、
ひ
と
呼
吸
す
る
ほ
ど
の
短
い
時
間
。
蘇
軾
「
都
を
出
で
て
陳
に
来きた
る
。
乗
る
所
の
船
上
に
…
…
」
詩
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
二
冊
七
一
頁
）
を
参
照
。
3 
4
○
惟
詩
・
如
写
二
句　
天
日
容
は
、
太
陽
や
月
の
光
の
さ
ま
を
い
う
。
韓
愈
「
准わい
西せい
を
平たい
ら
ぐ
碑
文
を
撰
す
る
を
進
む
る
表
」（『
韓
昌
黎
集
』
巻
三
八
）
に
「
乾
坤
の
容
、
日
月
の
光
、
其
の
絵
画
す
べ
か
ら
ざ
る
を
知
れ
り
」
と
あ
る
。
一
韓
智
翃
の
聞
書
に
「
世
間
ノ
人
ノ
詩
語
ノ
様
ニ
ハ
ナ
キ
程
ニ
、
世
間
ノ
人
ガ
此
（
ノ
）
人
ノ
詩
ニ
相
擬
シ
テ
ナ
ラ
ウ
ベ
キ
事
ガ
カ
ナ
ワ
ヌ
ハ
、
天
日
容
ヲ
ナ
ン
ト
モ
写
シ
ガ
タ
キ
ガ
如
キ
ゾ
」
と
い
う
の
に
従
う
。
5
～
10
○
夢
中
・
玉
丹
・
一
語
・
失
身
・
蓬
萊
・
護
短
六
句　
こ
れ
ら
は
す
べ
て
韓
愈
「
夢
を
記
す
」
詩
（『
韓
昌
黎
集
』
巻
七
）
に
「
壮
に
し
て
少わか
き
に
非
ざ
る
者
の
七
言
を
哦
す
、
六
字
は
常
の
語
に
し
て
一
字
は
難
し
。
我
れ
指
を
以
て
白
玉
の
丹
を
撮
る
、
行ゆく
ゆ
く
且
つ
咀そ
噍しよ
うし
行ゆく
ゆ
く
詰きつ
盤ばん
す
、
口
前
に
截
断
す　
第
二
の
句
、
綽
し
や
く
虐ぎや
くと
し
て
我
を
顧
か
え
り
みて
顔
歓よろ
こば
ず
、
乃
ち
知
ん
ぬ　
仙
人
の
未
だ
賢
聖
な
ら
ず
し
て
、
短
を
護まも
り
愚
に
憑よ
り
て
我
に
敬
す
る
を
邀もと
む
」
と
あ
る
の
を
題
材
と
し
て
い
る
。
一
韓
智
翃
の
聞
書
は
4
句
か
ら
12
句
ま
で
を
指
し
て
「
此
（
ノ
）
一
段
ハ
韓
退
之
ガ
記
夢
詩
ヲ
用
（
イ
）
テ
建
立
ス
ル
ゾ
。
此
ノ
丹
元
之ママ
モ
詩
（
ニ
）
依
（
リ
テ
）
罪
ヲ
得
テ
、
人
間
ニ
謫
堕
セ
ラ
レ
タ
ゲ
ナ
ゾ
。
サ
ル
程
に
、
言
（
フ
コ
コ
ロ
）
ハ
、
丹
元
子　
夢
中
ニ
七
言
詩
ヲ
作
（
リ
）
テ
、
天
帝
ノ
前
デ
ノ
事
ナ
レ
バ
、
ソ
バ
ニ
在
ル
玉
丹
ヲ
取
（
リ
）
テ
懐
ニ
入
（
レ
）
テ
ア
リ
シ
ガ
、
其
ノ
作
（
リ
シ
）
所
ノ
詩
ニ
、
一
語
ヲ
ア
ヤ
マ
リ
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一
六
タ
ル
程
ニ
、
言
語
道
断
ノ
曲
事
ト
云
（
フ
）
テ
、
身
ヲ
失
シ
テ
蓬
萊
ヨ
リ
シ
テ
、
人じん
間かん
ヘ
謫
堕
セ
ラ
レ
タ
ゲ
ナ
ゾ
」
と
云
う
の
に
従
う
。
哦
に
つ
い
て
は
、『
蘇
軾
全
集
校
注
』
巻
三
六
で
は
「
哦
は
吟
唱
（
吟
詠
す
る
こ
と
）」
と
解
説
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
そ
れ
に
従
う
。
綽
虐
は
、
銭
仲
聯
は
畳
韻
の
語
で
顔
の
表
情
を
形
容
す
る
と
い
う
（『
韓
昌
黎
詩
繋
年
集
釈
』
巻
六
）。
こ
こ
で
は
詩
の
一
語
を
し
く
じ
っ
た
こ
と
に
よ
り
窮
地
に
陥
っ
た
表
情
と
解
し
て
お
く
。
失
身
は
、生
命
を
失
う
こ
と
。
韓
愈
「
進
士
策
問　
十
三
首
」
そ
の
一
（『
韓
昌
黎
集
』
巻
一
四
）
に
「『
易
』
に
於
て
則
ち
又
た
曰
く
「
君
密
な
ら
ざ
れ
ば
則
ち
臣
を
失
い
、
臣
密
な
ら
ざ
れ
ば
則
ち
身
を
失
う
…
…
」
と
」
と
あ
る
。
蓬
萊
は
、
神
仙
が
住
む
と
い
う
伝
説
上
の
山
を
い
う
。
こ
こ
で
は
仙
界
の
こ
と
。
護
短
は
、
短
所
を
擁
護
す
る
こ
と
。『
抱
朴
子
』
内
篇
巻
一
四
（
勤
求
）
に
「
抱
朴
子
曰
く
、「
諸もろ
も
ろ
虚
名
の
道
士
は
、
既
に
善
く
誑
き
よ
う
詐さ
を
為
し
、
以
て
学
者
を
欺
き
、
又
た
多
く
短
を
護
り
愚
を
匿かく
し
て
、
不
知
を
恥
と
す
…
…
」
と
」
と
あ
る
。
11
○
上
界
一
句　
天
上
に
あ
る
仙
人
の
世
界
に
も
多
く
の
役
所
が
あ
り
、
す
で
に
仙
人
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
職
務
に
就
い
て
い
る
こ
と
を
い
う
。
蘇
軾
「
廬
山　
五
詠
」「
廬
敖
洞
」
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
三
冊
四
九
五
頁
）
を
参
照
。
12
○
退
休　
官
を
退
く
こ
と
。
こ
こ
で
は
前
句
に
み
え
る
天
界
の
役
所
勤
め
を
辞
め
る
こ
と
を
い
う
。
14
○
骯
髒　
意
気
軒
高
で
剛
直
な
さ
ま
。『
後
漢
書
』
趙
ち
よ
う
壹いつ
伝
に
「
伊い
優ゆう
た
る
は
北
堂
に
上
り
、
抗こう
髒そう
た
る
は
門
辺
に
倚
る
」
と
あ
り
、
そ
の
注
に
「
抗
髒
は
高こう
こ
う亢
、
婞こう
直ちよ
くの
貌さま
な
り
」
と
あ
る
。
李
白
「
魯
郡
の
堯
祠
に
て
張
十
四
の
河
北
に
遊
ぶ
を
送
る
」
詩
（『
李
太
白
全
集
』
巻
一
七
）
に
「
猛
虎
尺
草
に
伏
し
、
藏かく
る
と
雖
も
身
を
蔽
い
難
し
、
張
公
子
の
如
き
有
り
て
、
骯
髒
に
し
て
風
塵
に
在
り
」
と
あ
る
。
○
雪
満
頭　
白
髪
の
老
人
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。
白
居
易
「
微
之
を
夢
む
」
詩
（『
白
居
易
集
箋
校
』
巻
三
五
）
に
「
君　
泉
下
に
埋
も
れ
て　
泥　
骨
を
銷け
す
、
我
れ
人じん
間かん
に
寄
せ
て　
雪　
頭
こ
う
べ
に
満
つ
」
と
あ
る
。
17
○
笑
指
一
句　
『
論
語
』
公
冶
長
篇
に
「
子
曰
く
、
道
行
わ
れ
ず
、
桴
に
乗
り
て
海
に
浮
か
ば
ん
、我
に
従
う
者
は
、其
れ
由ゆう
な
る
か
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
故
事
を
ユ
ー
モ
ア
を
含
め
て
用
い
て
い
る
。
東
海
は
、ひ
ろ
び
ろ
と
し
た
理
想
の
境
地
に
人
を
い
ざ
な
う
海
。『
荀
子
』
正
論
篇
に
「
語
に
曰
く
「
浅
き
は
与とも
に
深
き
を
測
る
に
足
ら
ず
、
愚
は
与
に
知
を
謀
る
に
足
ら
ず
、
坎
井
の
鼃あ
は
与
に
東
海
の
楽
し
み
を
語
る
べ
か
ら
ず
」
と
」
と
あ
る
。
　
天
空
を
自
由
に
飛
翔
す
る
仙
人
が
は
か
ら
ず
も
、
天
帝
の
命
に
違たが
い
あ
っ
と
い
う
間
に
俗
世
に
逃
げ
て
こ
ら
れ
た
。
た
だ
そ
の
詩
だ
け
は
ま
ね
る
こ
と
さ
え
で
き
な
い
、
ま
る
で
太
陽
や
月
の
光
を
写
す
よ
う
な
出
来
栄
え
で
あ
る
か
ら
。
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一
七
　
（
丹
元
子
は
）
夢
に
七
言
詩
を
吟
じ
て
、
白
玉
丹
を
す
で
に
せ
し
め
て
い
た
の
に
、
た
ま
た
ま
一
語
を
し
く
じ
っ
た
ば
か
り
に
、
仙
界
で
は
も
う
生
き
る
こ
と
が
で
き
ず
に
俗
世
へ
と
堕
ち
て
こ
ら
れ
た
の
だ
。
　
仙
界
で
は
今
も
な
お
（
丹
元
子
の
よ
う
な
詩
才
を
も
つ
）
人
材
は
お
ら
ず
、
つ
ま
ら
ぬ
者
を
も
ち
あ
げ
、
才
あ
る
も
の
を
育
て
よ
う
と
し
な
い
。
仙
界
の
役
所
の
ポ
ス
ト
も
充
足
し
て
お
り
、
地
上
に
左
遷
さ
れ
た
仙
人
は
隠
居
な
さ
る
が
よ
ろ
し
か
ろ
う
。
　
憐
れ
な
の
は
呉
さ
ん
と
蘇
さ
ん
、
強
情
を
は
っ
た
ま
ま
す
で
に
髪
は
真
っ
白
。
髪
は
真
っ
白
。
と
ど
の
つ
ま
り
は
丹
元
子
と
一
緒
に
、
笑
っ
て
東
海
に
筏
を
浮
か
べ
て
乗
り
出
し
ま
し
ょ
う
。
 
（
担
当　
中　
純
子
）
一
九
五
八
（
施
注
三
三
―
四
一
）
次
王
定
國
書
丹
元
子
寧
極
齋
王おう
定てい
国こく
が
丹たん
元げん
子し
が
寧ねい
極
き
よ
く
斎さい
に
書しよ
す
る
に
次じ
韻いん
す
1　
仙
人
與
吾
輩 
 
 
仙せん
人にん
と
吾わ
が
輩はい
と
2　
寓
迹
同
一
塵 
 
 
跡あと
を
同どう
一いつ
の
塵ちり
に
寓ぐう
す
3　
何
曾
五
漿
饋 
 
 
何なん
ぞ
曽かつ
て
五ご
漿
し
よ
う
饋おく
ら
ん
4　
但
有
爭
蓆
人 
 
 
但た
だ
蓆せき
を
争
あ
ら
そ
う
人ひと
有あ
り
5　
寧
極
無
常
居 
 
 
寧ねい
極きよ
く
　
常つね
の
居きよ
無な
し
6　
此
齋
自
隨
身 
 
 
此こ
の
斎さい　
自
お
の
ず
から
身み
に
随
し
た
が
う
7　
人
那
識
郗
鑑 
 
 
人ひと　
那なん
ぞ
郗ち
鑑かん
を
識し
ら
ん
329
蘇軾詩注解（二十八）
一
八
8　
天
不
留
封
倫 
 
 
天てん　
封ほう
倫りん
を
留とど
め
ず
9　
誤
世
網
中 
 
  
誤
あ
や
ま
っ
て
世せ
網もう
の
中うち
に
落お
ち
10　
俗
物
愁
我
神 
 
 
俗ぞく
物ぶつ　
我わ
が
神しん
を
愁うれ
え
し
む
11　
先
生
忽
扣
戶 
 
 
先せん
生せい　
忽
た
ち
ま
ち
戸と
を
扣たた
き
12　
夜
呼
祁
孔
賓 
 
 
夜よる　
祁き
孔こう
賓ひん
を
呼よ
ぶ
13　
便
欲
隨
子
去 
 
 
便すな
わち
子し
に
随
し
た
が
っ
て
去さ
ら
ん
と
欲ほつ
す
れ
ど
も
14　
書
未
絕
麟 
 
 
書しよ
を
著
あ
ら
わ
し
て
未いま
だ
麟りん
に
絶た
た
ず
15　
願
挂
神
虎
冠 
 
 
願ねが
わ
く
は
神しん
虎こ
に
冠かん
を
掛か
け
て
16　
往
卜
飮
馬
鄰 
 
 
往ゆ
き
て
飲いん
馬ば
の
隣りん
に
卜ぼく
せ
ん
17　
王
郞
濯
紈
綺 
 
 
王おう
郎ろう　
紈がん
綺き
を
濯あら
う
18　
意
與
巷
親 
 
 
意ここ
ろは
陋ろう
巷こう
と
親した
し
19　
南
游
不
早 
 
 
南なん
游ゆう　
早はや
か
ら
ざ
る
こ
と
を
苦くる
し
む
20　
儻
及
鱸
新 
 
 
儻ある
い
は
蓴
じ
ゆ
ん
鱸ろ
の
新あら
た
な
る
に
及およ
ば
ん
元
祐
八
年
（
一
〇
九
三
）、
五
十
八
歳
の
作
。
○
王
定
国　
王おう
鞏きよ
うの
こ
と
。
定
国
は
そ
の
字
あ
ざ
な
。「
顔
復
を
送
り
兼
ね
て
王
鞏
に
寄
す
」
詩
の
詩
題
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
四
冊
二
七
八
頁
）を
参
照
。
王
鞏
の
も
と
の
詩
は
伝
わ
ら
な
い
。
○
丹
元
子　
姚よう
安あん
世せい
の
こ
と
を
指
す
か
。「
秦
少
游
が
韻
に
次
ぎ
て
、姚
安
世
に
贈
る
」
詩
の
詩
題
の
注
お
よ
び
「
丹
元
姚
先
生
が
韻
に
次
ぐ　
二
首
」
の
詩
題
の
注
（
い
ず
れ
も
『
蘇
軾
詩
注
解
（
二
十
六
）』）
を
参
照
。
〇
寧
極
斎　
姚
丹
元
の
住
ま
い
。
住
ま
い
の
名
は
、『
荘
子
』
膳
性
篇
に
「
時
命
に
当
た
ら
ず
し
て
大
い
に
天
下
に
窮
す
れ
ば
、
則
ち
根
を
深
く
し
極
を
寧やす
ん
じ
て
待
つ
。
此
れ
身
を
存
す
る
の
道
な
り
」と
あ
る
の
に
基
づ
く
。
○
宋
本
・
王
本
で
は
詩
題
の
冒
頭
を「
次
王
定
国
韻
」
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一
九
に
作
る
。
1 
2
○
仙
人
・
寓
跡
二
句　
仙
人
は
、
姚
丹
元
を
い
う
。
一
塵
は
、
韓
愈
「
雑
詩
」（『
韓
昌
黎
集
』
巻
五
）
に
、「
下
に
禹
の
九
州
を
視
れ
ば
、
一
塵　
毫
端
に
集
ま
る
」
と
あ
る
。「
王
晉
卿
が
花
栽
を
恵
み
て
…
…
」
詩
（『
蘇
軾
詩
注
解
（
二
）』）
の
注
も
参
照
。
二
句
は
、
姚
丹
元
が
蘇
軾
と
同
じ
く
微
小
な
存
在
と
し
て
同
じ
世
界
に
身
を
置
く
こ
と
を
い
う
。
3 
4
○
何
曽
・
但
有
二
句　
『
列
子
』膳
性
篇
に
、
斉
に
出
か
け
た
が
途
中
で
引
き
返
し
て
き
た
理
由
を
問
わ
れ
た
列
子
は
、「
吾
れ
十
漿しよ
うに
て
食
ら
う
に
、
五
漿
は
先
ず
饋おく
る
」
と
答
え
た
。
漿
は
飲
み
物
を
売
る
店
を
い
う
。
ま
た
同
じ
膳
性
篇
に
、
沛はい
に
出
か
け
た
楊
朱
が
老
子
の
教
え
に
従
っ
て
傲
然
と
し
た
態
度
を
改
め
た
と
こ
ろ
、「
舎やど
れ
る
者　
之
と
席
を
争
え
り
」
と
、
少
し
も
遠
慮
を
し
な
く
な
っ
た
。
二
句
は
、
姚
丹
元
が
い
つ
も
謙
虚
な
態
度
で
い
る
こ
と
を
い
う
。
5
○
無
常
居　
定
ま
っ
た
住
ま
い
が
な
い
こ
と
。
白
居
易
「
冀き
城
じ
よ
う
北
原
の
作
」
詩
（『
白
居
易
集
箋
校
』
巻
九
）
に
、「
古
今　
相あい
待ま
た
ず
、
朝
ち
よ
う
市し　
常
の
居
無
し
」
と
あ
る
。
7
○
郗
鑑　
字
は
道
徽
。
施
注
に
『
唐
紀
聞
』
を
引
い
て
、
武
威
の
段　
が
魏
郡
に
行
っ
た
と
き
に
道
人
の
孟
期
思
を
知
り
、
と
も
に
恒
山
に
入
っ
た
と
こ
ろ
、
じ
っ
と
室
に
籠
っ
て
禅
の
修
行
を
す
る
老
先
生
に
引
き
合
わ
さ
れ
た
。
段
が
孟
期
思
に
老
先
生
の
名
を
問
う
た
と
こ
ろ
、
孟
は
『
晉
書
』
郗
鑑
伝
を
取
り
出
し
て
き
て
段
に
読
ま
せ
、「
老
先
生
を
識
ら
ん
と
欲
す
る
か
、
即
ち
郗
大
尉
な
り
」
と
答
え
た
と
い
う
。『
太
平
広
記
』
巻
二
八
に
も
記
載
が
あ
る
。
8
○
封
倫　
唐
代
の
官
僚
、
字
の
徳とく
彜い
で
知
ら
れ
る
。
太
宗
の
時
に
尚
書
右う
僕ぼく
射や
の
地
位
に
あ
っ
た
。
太
宗
が
魏
徴
の
仁
義
の
政
治
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
提
言
を
容
れ
よ
う
と
す
る
と
、
封
倫
は
反
対
意
見
を
述
べ
た
。
そ
の
後
、
太
宗
は
魏
徴
の
提
言
に
基
づ
い
て
天
下
を
よ
く
治
め
た
が
、
封
倫
は
す
で
に
こ
の
世
を
去
っ
て
い
て
、
そ
の
治
世
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
（『
新
唐
書
』
魏
徴
伝
）。「
閻
立
本
が
職
貢
図
」
詩
（『
蘇
軾
詩
注
解
（
十
八
）』）
の
注
を
参
照
。
杜
牧
「
魏
文
貞
に
題
す
」
詩
（『
樊
川
文
集
』
巻
二
）
に
、「
憐
れ
む
可
し　
貞
じ
よ
う
観がん
太
平
の
後
、
天
の
且しば
らく
封
徳
彜
を
留
め
ざ
る
こ
と
を
」
と
あ
る
。
9
〇
誤
落
一
句　
仙
界
か
ら
誤
っ
て
俗
世
間
に
落
ち
る
こ
と
を
い
う
。
陶
淵
明
「
園
田
の
居
に
帰
る　
五
首
」
そ
の
一
（『
陶
淵
明
集
』
巻
二
）
に
、「
誤
っ
て
塵
網
の
中
に
落
ち
、
一
た
び
去
っ
て
十
三
年
」
と
あ
る
。
10
○
俗
物
一
句　
世
俗
の
人
の
た
め
に
憂
い
が
生
じ
る
こ
と
を
い
う
。
俗
物
は
、『
世
説
新
語
』
排
調
篇
に
、「
嵆
・
阮
・
山
・
劉　
竹
林
に
在
り
て
酣かん
飲いん
す
。
王
戎
後おく
れ
て
往
く
。
歩
兵
曰
く
、「
俗
物
已
に
復
た
来きた
り
て
人
の
意
を
敗
る
」
と
」
と
あ
る
。
愁
我
神
は
、
韓
愈
「
暮
れ
に
河
堤
の
上
ほ
と
り
を
行
く
」
詩
（『
韓
昌
黎
集
』
巻
一
）
に
、「
衰
草　
黄
雲
に
際まじ
わ
り
、
感
歎
し
て
我
が
神
を
愁
え
し
む
」
と
あ
る
。
11
○
扣
戸　
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二
〇
戸
を
た
た
く
。
蘇
軾
は
「
南
渓
の
南
、
竹
林
中
に
、
新
た
に
一
茆ぼう
堂どう
を
構
う
。
…
…
」
詩
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
一
冊
五
二
〇
頁
）
に
、
「
応まさ
に
逢
う
べ
し　
緑
毛
の
叟そう
の
、戸
を
扣
き
て　
夜　
簪しん
を
抽ぬ
く
に
」と
、仙
人
が
夜
に
訪
ね
て
き
て
戸
を
た
た
く
こ
と
を
詠
じ
て
い
る
。
そ
の
注
も
参
照
。
12
○
祁
孔
賓　
祁
嘉
の
こ
と
。
孔
賓
は
そ
の
字
。『
晉
書
』
祁
嘉
伝
に
、「
少わか
く
し
て
清
貧
な
れ
ど
も
学
を
好
む
。
年
二
十
余
の
と
き
、
夜　
忽
ち
窓
中
に
声
有
り
呼
ば
わ
り
て
曰
く
、「
祁
孔
賓
、
祁
孔
賓
、
隠
れ
ら
れ
よ
、
去い
来ざ
、
隠
れ
ら
れ
よ
、
去い
来ざ
。
人
世
を
修
飾
す
る
は
、甚
だ
苦
し
く
し
て
諧かな
う
可
か
ら
ず
。
得
る
所
は
未
だ
毛もう
銖しゆ
（
わ
ず
か
）
も
あ
ら
ず
、喪
う
所
は
山
崖
の
如
し
」
と
」。
旦あし
たに
し
て
逃
れ
去
る
」
と
あ
る
。
14
○
著
書
一
句　
と
り
か
か
っ
て
い
る
著
作
を
中
途
で
や
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
を
い
う
。『
春
秋
左
氏
伝
』
哀
公
十
四
年
に
「
春
、
西
に
狩
し
て
麟
を
得
た
り
」
と
あ
り
、
杜
預
の
注
に
「
仲
尼　
周
道
の
興
ら
ざ
る
を
傷
み
、
嘉
瑞
の
応
無
き
に
感
ず
。
故
に
魯
の
『
春
秋
』
に
因
り
て
中
興
の
教
え
を
修
め
、
筆
を
獲
麟
の
一
句
に
絶
つ
」
と
あ
る
。
15
○
願
挂
一
句　
官
を
辞
し
た
い
と
願
う
こ
と
を
い
う
。
神
虎
は
宮
門
の
名
。
唐
の
初
め
に
太
祖
の
諱
を
避
け
て
神
虎
を
神
武
と
改
め
た
。
一
句
は
『
南
史
』
陶
弘
景
伝
に
、朝
服
を
脱
い
で
神
武
門
に
掛
け
、表
を
上
っ
て
禄
を
辞
し
た
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
る
。「
袁
公
済　
劉
景
文
の「
介
亭
に
登
る
」
に
和
す
。
…
…
」
詩
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
選
』
二
五
七
頁
）
を
参
照
。
蘇
軾
は
「
范
純
父
が
涵
星
硯
・
月
石
風
林
屏
詩
に
次
韻
す
」
詩
（『
蘇
軾
詩
注
解
（
二
十
四
）』）
で
も
こ
の
故
事
を
用
い
て
い
る
。
そ
の
注
も
参
照
。
16
○
往
卜
一
句　
姚
丹
元
の
郷
里
に
帰
っ
て
住
ま
う
こ
と
を
い
う
。
卜
は
、
住
ま
い
の
良
し
悪
し
を
う
ら
な
う
こ
と
。
こ
こ
で
は
住
ま
い
を
定
め
る
こ
と
を
い
う
。『
春
秋
左
氏
伝
』
昭
公
三
年
の
伝
文
に
「
且
つ
諺
に
曰
く
、「
宅
を
是
れ
卜
す
る
に
非
ず
、惟
だ
隣
を
是
れ
卜
す
」
と
」
と
あ
る
。
飲
馬
は
、王
注
に
引
く
趙
次
公
注
に
「
蘇
州
に
飲
馬
橋
有
り
。
丹
元
子
は
蓋
し
蘇
州
の
人
な
り
」と
い
う
。
17
○
王
郎
一
句　
王
郎
は
王
鞏
を
い
う
。
蘇
軾
は「
彭
城
に
在
り
し
日
、
定
国
と
九
日
の
会
を
為
す
…
…
」
詩
（『
蘇
軾
詩
注
解
（
二
十
三
）』）
な
ど
で
も
、
こ
の
呼
び
方
を
用
い
て
い
る
。
紈
は
し
ろ
ぎ
ぬ
。
綺
は
あ
や
ぎ
ぬ
。
紈
綺
は
ま
た
そ
れ
を
着
た
貴
族
な
ど
の
子
弟
を
い
う
。『
漢
書
』
敍
伝
に
、「（
班
伯
）
出
で
て
王
・
許
の
子
弟
と
群
れ
を
為
し
、
綺き
襦じゆ
紈がん
袴こ
の
間
に
在
れ
ど
も
、
其
れ
を
好
む
に
非
ざ
る
な
り
」
と
あ
る
。
濯
は
あ
ら
う
こ
と
。
王
鞏
は
真
宗
の
世
の
宰
相
王
旦
の
孫
で
、
高
貴
な
生
ま
れ
で
あ
る
が
、
一
句
は
そ
う
し
た
驕
り
や
贅
沢
な
気
風
を
一
掃
し
て
い
る
こ
と
を
い
う
。
18
○
陋
巷　
貧
し
い
人
び
と
の
住
ま
う
と
こ
ろ
。『
論
語
』
雍
也
篇
に
、「
賢
な
る
か
な
回
や
。
一
簞
の
食し
、
一
瓢
の
飲
、
陋
巷
に
在
り
」
と
あ
る
。
19
○
南
游
一
句　
南
游
は
、南
へ
の
旅
に
で
る
こ
と
。
こ
こ
で
は
、都
開
封
か
ら
姚
丹
元
の
郷
里
の
蘇
州
へ
旅
す
る
こ
と
を
い
う
と
解
さ
れ
る
。
苦
不
早
は
、
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一
李
白
「
南
陵　
児
童
に
分
か
れ
て
京
に
入
る
」
詩
（『
李
太
白
全
集
』
巻
一
五
）
に
、「
万
乗
に
遊
説
す
る
こ
と
早
か
ら
ざ
り
し
に
苦
し
む
、
鞭
を
著つ
け
馬
に
跨
ま
た
が
っ
て
遠
道
を
渉わた
る
」
と
あ
る
。
20
○
儻
及
一
句　
蓴
は
、
じ
ゅ
ん
さ
い
。
鱸
は
、
ス
ズ
キ
、
あ
る
い
は
ナ
マ
ズ
の
一
種
と
も
ハ
ゼ
の
一
種
と
も
い
う
。
蓴
も
鱸
も
蘇
州
（
呉
）
の
名
物
。
一
句
は
、秋
風
が
吹
く
と
郷
里
の
菰こ
菜さい
（
ま
こ
も
の
芽
）・
蓴
じ
ゆ
ん
羹こう
（
じ
ゅ
ん
さ
い
の
ス
ー
プ
）・
鱸ろ
魚
の
膾
な
ま
す
を
思
い
出
し
た
と
称
し
て
官
を
辞
し
て
帰
郷
し
た
張
翰
の
故
事
（『
晉
書
』
張
翰
伝
）
を
踏
ま
え
る
。
蘇
軾
は
「
戯
れ
に
呉
江
の
三
賢
の
画
像
に
書
す
」
三
首
の
二
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
三
冊
三
二
三
頁
）
や
「
呂
昌
朝
が
嘉
州
に
知
と
な
る
を
送
る
」
詩
（『
蘇
軾
詩
注
解
（
二
）』）
で
も
、
こ
の
故
事
を
用
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
注
も
参
照
。
　
仙
人
ど
の
は
わ
た
し
ど
も
と
、
同
じ
ち
っ
ぽ
け
な
世
界
の
中
に
お
ら
れ
ま
す
。
列
子
の
よ
う
に
五
軒
の
店
で
は
飲
み
物
を
捧
げ
ら
れ
た
こ
と
も
な
く
、
席
を
譲
れ
と
言
っ
て
く
る
者
が
い
る
ほ
ど
で
す
。
　
寧
極
と
名
付
け
た
住
ま
い
に
姚
ど
の
が
常
に
住
ま
い
な
さ
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
て
、
こ
の
住
ま
い
の
方
が
姚
ど
の
の
お
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
付
い
て
く
る
の
で
す
。
郗
鑑
の
よ
う
な
姚
ど
の
の
こ
と
を
知
る
人
が
あ
り
ま
し
ょ
う
や
、
天
は
封
倫
を
こ
の
世
に
い
つ
ま
で
も
留
め
て
お
き
は
し
な
い
か
ら
で
す
。
　
わ
た
し
は
誤
っ
て
俗
世
の
網
の
中
に
落
ち
て
、
俗
物
ば
ら
の
た
め
に
心
を
乱
さ
れ
る
日
々
を
お
く
っ
て
い
ま
す
。
姚
ど
の
は
だ
し
ぬ
け
に
戸
を
叩
い
て
、
祁
嘉
に
何
者
か
が
隠
棲
を
促
し
た
よ
う
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
で
き
る
こ
と
な
ら
姚
ど
の
と
と
も
に
去
り
た
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
書
き
か
け
の
書
類
を
放
り
出
す
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
い
つ
の
日
に
か
神
虎
門
に
朝
服
と
冠
を
掛
け
て
、（
姚
ど
の
の
故
郷
）飲
馬
橋
あ
た
り
に
出
か
け
て
行
っ
て
お
近
く
に
住
ま
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
願
う
ば
か
り
で
す
。
　
王
ど
の
は
高
貴
の
お
生
ま
れ
を
ひ
け
ら
か
す
素
振
り
な
ど
す
こ
し
も
な
さ
ら
ず
、
下
じ
も
の
者
と
親
し
く
交
わ
ろ
う
と
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
わ
た
し
も
早
く
（
姚
ど
の
の
故
郷
の
）
南
方
へ
の
旅
に
出
か
け
ら
れ
た
ら
と
思
っ
て
い
て
、
じ
ゅ
ん
さ
い
や
鱸
魚
の
旬
に
間
に
合
う
こ
と
が
で
き
た
ら
も
う
言
う
こ
と
な
し
で
す
。
 
（
担
当　
中　
裕
史
）
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二
二
一
九
五
九
（
施
三
三
―
四
二
）
王
仲
至
侍
郞
見
惠
稺
栝
種
之
禮
曹
北
垣
下
今
百
餘
日
矣
蔚
然
有
生
意
喜
而
作
詩
王おう
仲
ち
ゆ
う
至し
侍じ
郎ろう　
稚ち
栝かつ
を
恵めぐ
ま
る
。
之これ
を
礼れい
曹そう
の
北ほく
垣えん
の
下もと
に
種う
う
。
今いま　
百
ひ
や
く
余よ
日じつ
た
り
、蔚い
然ぜん
と
し
て
生せい
意い
有あ
り
。
喜よろ
こび
て
詩し
を
作つく
る
1　
翠
栝
東
南
美 
 
 
翠すい
栝かつ
は
東とう
南なん
の
美び
2　
近
生
神
嶽
陰 
 
 
近ちか
ご
ろ
神しん
嶽がく
の
陰かげ
に
生
し
よ
う
ず
3　
惜
哉
不
可
致 
 
 
惜お
し
い
哉かな　
致いた
す
可べ
か
ら
ず
4　
霜
根
絡
雲
岑 
 
 
霜そう
根こん　
雲うん
岑しん
を
絡まと
う
5　
仙
風
振
高
標 
 
 
仙せん
風ぷう　
高こう
標ひよ
うを
振ふ
る
い
6　
香
實
隕
平
林 
 
 
香こう
実じつ　
平へい
林りん
に
隕お
つ
7　
偶
隨
樗
櫟
生 
 
 
偶たま
た
ま
樗ちよ
櫟れき
に
随
し
た
が
っ
て
生
し
よ
う
じ
8　
不
爲
樵
牧
侵 
 
 
樵
し
よ
う
牧ぼく
の
侵おか
す
と
こ
ろ
と
為な
ら
ず
9　
忽
驚
黃
茅
嶺 
 
 
忽たち
まち
驚
お
ど
ろ
く　
黄こう
茅ぼう
の
嶺みね
10　
稍
出
靑
玉
鍼 
 
 
稍よう
やく
青せい
玉ぎよ
くの
鍼はり
を
出い
だ
す
を
11　
好
事
雖
力
取 
 
 
好こう
事じ　
力つと
め
て
取と
る
と
雖
い
え
ど
も
12　
王
城
少
知
音 
 
 
王おう
城じよ
う
　
知ち
音いん
少すく
な
し
13　
豈
無
換
鵞
手 
 
 
豈あ
に
換かん
鵞が
の
手て　
無な
か
ら
ん
や
14　
但
知
覓
來
禽 
 
 
但た
だ
来らい
禽きん
を
覓もと
む
る
を
知し
る
の
み
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15　
高
懷
獨
夫
子 
 
 
高こう
懐かい
な
る
は
独ひと
り
夫ふう
子し
の
み
16　
一
見
捐
橐
金 
 
 
一ひと
た
び
見み
て
橐たく
金きん
を
捐す
つ
17　
得
之
喜
不
寐 
 
 
之これ
を
得え
て
喜
よ
ろ
こ
ん
で
寐い
ね
ず
18　
贈
我
意
殊
深 
 
 
我われ
に
贈おく
る　
意
こ
こ
ろ　
殊こと
に
深ふか
し
元
祐
八
年
（
一
〇
九
三
）、
五
十
八
歳
の
作
。
○
王
仲
至　
王
欽
臣
の
こ
と
。
仲
至
は
そ
の
字
あ
ざ
な
。『
蘇
軾
詩
注
解
（
一
）』
に
収
め
る
作
品
番
号
一
六
〇
二
の
詩
の
注
を
参
照
。
こ
の
詩
が
作
ら
れ
た
当
時
は
工
部
侍
郎
の
任
に
在
っ
た
（『
続
資
治
通
鑑
長
編
』
元
祐
八
年
正
月
己
亥
）。
○
稚
栝　
栝
は
、
ビ
ャ
ク
シ
ン
（
ヒ
ノ
キ
の
一
種
）。
稚
栝
は
、
そ
の
苗
の
こ
と
。
○
礼
曹　
礼
部
を
さ
す
。
曹
は
、
役
所
や
そ
の
部
署
の
こ
と
。
こ
の
当
時
、
蘇
軾
は
礼
部
尚
書
の
任
に
在
っ
た
。
○
蔚
然　
草
木
の
さ
か
ん
に
茂
る
さ
ま
。
1
○
東
南
美　
『
爾
雅
』
釈
地
に
、「
東
南
の
美
な
る
者
は
、
会
稽
の
竹ちく
箭せん
有
り
」
と
あ
る
。
2
○
神
嶽
陰　
神
嶽
は
、
衡こう
山ざん
（
湖
南
省
）
の
こ
と
。
陰
は
、
山
の
北
側
。『
尚
書
』
禹
貢
に
、「
荊
よ
り
衡
（
山
）
の
陽
み
な
み
に
及
ぶ
は
惟こ
れ
荊
州
、
…
…
厥そ
の
貢こう
は
羽う
と
毛もう
と
歯し
と
革かく
と
、
惟
れ
金きん
三さん
品ぴん
、
杶ちゆ
ん
と
榦かん
と
栝かつ
と
柏はく
」
と
あ
る
。
4
○
霜
根　
霜
に
う
た
れ
た
根
。
杜
甫
「
韋い
少
府
班はん
に
憑よ
り
て
松
し
よ
う
樹じゆ
子し
を
覓もと
め
て
栽さい
す
」
詩
（『
杜
詩
詳
注
』
巻
九
）
に
、「
存
せ
ん
と
欲
す　
老ろう
蓋がい
千
年
の
意
、
為ため
に
霜
根
数すう
寸すん
な
る
を
覓もと
め
て
栽
え
し
め
よ
」
と
あ
る
。
○
雲
岑　
雲
の
か
か
る
高
い
み
ね
。
陶
淵
明
「
帰
鳥
」
詩
（『
陶
淵
明
集
』
巻
一
）
に
、「
遠
く
八はつ
表ぴよ
うに
之ゆ
き
、
近
く
雲
の
岑みね
に
憩
う
」
と
あ
る
。
5
○
仙
風　
仙
界
に
吹
く
風
。『
藝
文
類
聚
』
巻
二
に
引
く
沈
約
「
風
の
賦
に
擬
す
」
に
、「
此
れ
蓋けだ
し
羽う
客かく
の
仙
風
な
り
」
と
あ
る
。
○
高
標　
高
い
枝
。
左
思
「
蜀
都
の
賦
」（『
文
選
』
巻
四
）
に
、「
羲ぎ
和か　
道
を
峻
し
ゆ
ん
歧き
に
仮か
り
、
陽よう
烏う　
翼
を
高
標
に
迴めぐ
ら
す
」
と
あ
る
。
○
平
林　
平
地
に
あ
る
林
。『
詩
経
』
大
雅
（
生
民
之
什
）
の
「
生せい
民みん
」
に
、「
誕ここ
に
之
を
平
林
に
寘お
く
、
平
林
を
伐き
る
に
会かい
す
」
と
あ
る
。
7
○
樗
櫟　
樗
・
櫟
と
も
に
使
い
道
が
な
い
樹
木
で
、
伐
る
人
が
な
い
の
で
大
木
に
な
る
ま
で
育
つ
。
役
に
立
た
な
い
も
の
の
た
と
え
に
用
い
ら
れ
る
が
、『
荘
子
』
で
は
、
役
に
立
た
ぬ
が
ゆ
え
に
「
無
用
の
用
」
を
備
え
る
と
さ
れ
る
。
樗
に
つ
い
て
は
『
荘
子
』
逍
遙
遊
篇
の
荘
子
と
恵
子
の
対
話
に
見
え
、
櫟
に
つ
い
て
は
人
間
世
篇
の
匠
し
よ
う
石せき
と
そ
の
弟
子
と
の
対
話
に
見
え
る
。
9
○
黄
茅
嶺　
蘇
軾
は
詩
の
な
323
蘇軾詩注解（二十八）
二
四
か
で
し
ば
し
ば
「
黄こう
茅ぼう
岡こう
」（
冬
枯
れ
の
チ
ガ
ヤ
に
お
お
わ
れ
た
丘
陵
地
）
と
い
う
表
現
を
用
い
る
。「
潁えい
口こう
を
出
で
て
初
め
て
淮わい
山ざん
を
見
る
。
是
の
日
、
寿じゆ
州しゆ
うに
至
る
」
詩
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
二
冊
一
二
二
頁
）、「
常
じ
よ
う
山ざん
を
祭
っ
て
、
回かえ
っ
て
小
し
よ
う
猟りよ
うす
」
詩
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
三
冊
五
八
八
頁
）
を
参
照
。
こ
こ
で
は
「
黄
茅
嶺0
」
と
言
う
が
、
6
句
に
「
香
実　
平
林
に
隕
つ
」
と
あ
る
こ
と
と
も
併
せ
て
考
え
れ
ば
、
場
所
と
し
て
は
険
峻
な
山
嶺
と
い
う
よ
り
も
、
比
較
的
な
だ
ら
か
な
丘
陵
地
の
よ
う
な
と
こ
ろ
を
さ
す
と
解
す
べ
き
だ
ろ
う
。
12
○
王
城　
み
や
こ
。
天
子
の
居
城
。
こ
こ
で
は
開
封
を
さ
す
と
解
さ
れ
る
。『
春
秋
』
昭
公
二
十
二
年
に
、「
秋
、
劉
り
ゆ
う
子し
・
単ぜん
子し　
王おう
猛もう
を
以ひき
い
て
王
城
に
入い
る
」
と
あ
る
。
○
知
音　
自
分
の
心
を
深
く
理
解
し
て
く
れ
る
人
。
も
と
は
音
楽
を
理
解
す
る
者
の
意
で
、
春
秋
時
代
の
琴
の
名
手
兪ゆ
伯はく
牙が
の
演
奏
を
鍾
し
よ
う
子し
期き
は
見
事
に
聞
き
分
け
、
琴
を
弾
く
伯
牙
の
意
中
に
あ
る
と
こ
ろ
（
山
水
）
を
必
ず
言
い
当
て
た
と
い
う
（『
列
子
』
湯
問
篇
）。
13
○
換
鵞　
ガ
チ
ョ
ウ
好
き
で
あ
っ
た
晉
の
王
羲
之
が
、
ガ
チ
ョ
ウ
を
よ
く
育
て
る
道
士
の
求
め
に
応
じ
て
、
『
老
子
道
徳
経
』
一
巻
を
筆
写
し
て
ガ
チ
ョ
ウ
と
交
換
し
た
故
事
（『
晉
書
』
王
羲
之
伝
）。『
蘇
軾
詩
注
解
（
十
）』
に
収
め
る
、
作
品
番
号
一
七
三
六
「
銭
道
士
が
越
守
穆ぼく
父ほ
と
酒
を
飲
す
と
聞
き
て
二に
壷こ
を
送
る
」
詩
の
注
を
参
照
。
14
○
来
禽　
リ
ン
ゴ
の
異
称
。
王
羲
之
の
筆
跡
の
一
つ
に
、
冒
頭
が
「
青
李
・
来
禽
・
桜
桃
…
…
」
で
始
ま
る
、「
来
禽
帖
」
と
呼
ば
れ
る
書
簡
文
が
あ
る
。
王
羲
之
に
由
来
す
る
13
句
の
「
換
鵞
」
の
語
に
関
連
づ
け
て
用
い
ら
れ
る
。「
次
韻
し
て
舒じよ
教
授
が
余
の
蔵
す
る
所
の
墨
を
観
る
に
答
う
」
詩
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
四
冊
六
三
四
頁
）
を
参
照
。
以
上
の
二
句
に
つ
い
て
、
一
韓
智
翃
は
「
言
（
フ
コ
コ
ロ
）
ハ
、
今
世
間
ニ
王
羲
之
ガ
如
ク
ナ
ル
手
カ
キ
、
ナ
イ
デ
ハ
ナ
ケ
レ
ド
モ
、
皆
（
ナ
）
只
（
ダ
）
ニ
口くち
ニ
ク
ウ
青
李
来
禽
ナ
ン
ド
ノ
ミ
求
（
メ
）
テ
、
此
（
ノ
）
栝
ナ
ン
ド
ヲ
文
字
ヲ
ウ
ツ
ク
シ
ウ
カ
イ
テ
、
換
（
ヘ
）
テ
ト
ル
ヤ
ウ
ナ
ル
人
ハ
ナ
イ
ゾ
」
と
記
す
（『
四
河
入
海
』
巻
一
三
の
四
）。
15
○
高
懐　
高
く
潔
い
胸
の
う
ち
。
杜
甫
「
鄭てい
十
八
賁ほん
に
贈
る
」
詩
（『
杜
詩
詳
注
』
巻
一
四
）
に
、「
高
懐　
物
理
を
見
る
、識
者　
安いず
く
ん
ぞ
肯あえ
て
笑
わ
ん
」
と
あ
る
。
16
○
捐
橐
金　
財
布
の
中
の
お
金
を
は
た
き
尽
く
す
。
橐
は
、財
布
。「
潞ろ
公こう
の
「
超
然
台
」
に
和
し
て
次
韻
す
」
詩
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
四
冊
七
八
頁
）
を
参
照
。
　
あ
お
あ
お
と
繁
る
ビ
ャ
ク
シ
ン
は
東
南
に
産
す
る
美
し
い
木
で
、
近
ご
ろ
神
嶽
衡こう
山ざん
の
北
の
山
か
げ
に
そ
の
木
が
生
え
た
。
惜
し
い
こ
と
に
下
界
に
お
ろ
し
て
来
る
こ
と
は
で
き
ず
に
、
霜
に
う
た
れ
た
そ
の
根
を
雲
か
か
る
峰
に
か
ら
ま
せ
て
い
た
。
仙
界
に
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吹
く
風
が
そ
の
高
い
枝
を
揺
ら
し
て
、
香
か
ぐ
わ
し
い
実
を
（
少
し
離
れ
た
）
山
ふ
も
と
の
林
に
落
と
し
た
が
、
使
い
道
の
な
い
樗ちよ
や
櫟れき
の
木
と
た
ま
た
ま
一
緒
に
育
っ
た
の
が
幸
い
し
て
、
木
こ
り
や
牧
童
ら
に
損
な
わ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
　
ふ
と
見
れ
ば
黄
色
く
枯
れ
た
チ
ガ
ヤ
に
お
お
わ
れ
た
丘
陵
に
、青
い
玉
ぎ
よ
く
で
で
き
た
針
の
よ
う
な
芽
が
育
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
け
れ
ど
も
好
事
家
が
苦
労
し
て
そ
れ
を
運
ん
で
き
た
っ
て
、都
に
は
そ
の
木
の
よ
さ
を
分
か
る
者
な
ど
い
る
は
ず
が
な
い
。ガ
チ
ョ
ウ
と
自
分
の
書
を
取
り
換
え
た
王
羲
之
の
よ
う
な
物
好
き
が
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
、
み
な
来り
ん
ご禽
の
よ
う
な
実
の
あ
る
も
の
を
欲
し
が
っ
て
ば
か
り
な
の
だ
。
そ
の
な
か
で
高
潔
な
心
を
お
持
ち
の
あ
な
た
だ
け
が
、
こ
の
木
を
ひ
と
目
見
る
な
り
財
布
を
は
き
尽
く
さ
れ
た
。
か
く
し
て
手
に
入
れ
た
う
れ
し
さ
で
夜
も
お
眠
り
に
な
れ
ぬ
ほ
ど
で
あ
っ
た
ろ
う
に
、
そ
れ
を
私
に
贈
ら
れ
た
あ
な
た
の
お
志
は
こ
と
に
深
い
。
19　
公
堂
開
後
閤 
 
 
公こう
堂どう　
後こう
閤こう
を
開ひら
き
20　
凡
木
愧
華
簪 
 
 
凡ぼん
木ぼく　
華か
簪しん
に
愧は
ず
21　
栽
一
寸
根 
 
 
一いつ
寸すん
の
根ね
を
栽さい
培ばい
し
て
22　
寄
子
百
年
心 
 
 
子し
が
百
ひ
や
く
年ねん
の
心
こ
こ
ろ
を
寄よ
す
23　
常
恐
樊
籠
中 
 
 
常つね
に
恐おそ
る　
樊はん
籠ろう
の
中うち
24　
摧
我
鸞
鶴
襟 
 
 
我わ
が
鸞らん
鶴かく
の
襟えり
を
摧くだ
か
ん
こ
と
を
25　
誰
知
積
雨
後 
 
 
誰たれ
か
知し
る　
積せき
雨う
の
後のち
26　
寒
芒
曉
森
森 
 
 
寒かん
芒ぼう　
曉
あ
か
つ
きに
森しん
森しん
た
ら
ん
と
は
27　
恨
我
廹
歸
老 
 
 
恨うら
む
ら
く
は
我わ
れ
帰き
老ろう
に
迫せま
り
て
28　
不
見
汝
十
尋 
 
 
汝なん
じが
十
じ
ゆ
う
尋じん
な
る
を
見み
ざ
ら
ん
こ
と
を
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29　
蒼
皮
護
玉
骨 
 
 
蒼そう
皮ひ　
玉
ぎ
よ
つ
骨こつ
を
護まも
り
30　
旦
暮
視
古
今 
 
 
旦たん
暮ぼ　
古こ
今こん
を
視み
ん
31　
何
人
風
雨
夜 
 
 
何なん
人ぴと
か　
風ふう
雨う
の
夜よる
32　
臥
聽
飢
龒
吟 
 
 
臥が
し
て
飢き
龒りよ
うの
吟ぎん
を
聴き
か
ん
19
○
公
堂　
役
所
の
建
物
。
賈
島
「
姚よう
合ごう
校
書
に
酬むく
ゆ
」
詩
（『
賈
浪
仙
長
江
集
』
巻
六
）
に
、「
公
堂　
朝
に
共
に
到
り
、
私
第　
夜
に
相あい
留とど
む
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
特
に
朝
廷
の
高
官
が
集
う
場
を
さ
す
。
○
後
閤　
建
物
の
後
ろ
に
あ
る
く
ぐ
り
戸
0
0
0
0
。
引
い
て
、
通
用
門
。
「
蘇
州
の
太
守
王おう
規き
父ほ
が
太
夫
人
に
侍
し
て
燈
を
観
る
の
什
じ
ゆ
う
に
和
す
。
…
…
」
詩
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
三
冊
二
七
七
頁
）
を
参
照
。
合
注
を
は
じ
め
諸
本
は
閤
の
字
を
閣
に
作
る
が
、
宋
本
施
注
に
従
う
。
20
○
凡
木　
あ
り
ふ
れ
た
樹
木
。
○
華
簪　
冠
を
と
め
る
立
派
な
か
ん
ざ
し
。
引
い
て
、高
位
高
官
お
よ
び
そ
の
地
位
を
さ
す
。
陶
淵
明
「
郭
主
簿
に
和
す　
二
首
」
そ
の
一
（『
陶
淵
明
集
』
巻
二
）
に
、
「
此
の
事　
真
に
復
た
楽
し
、
聊
い
さ
さ
か
用もつ
て
華
簪
を
忘
る
」
と
あ
る
。
23
○
樊
籠　
鳥
や
獣
を
い
れ
る
お
り
0
0
や
か
ご
0
0
。
ま
た
、
自
由
を
束
縛
す
る
も
の
。
陶
淵
明
「
園
田
の
居
に
帰
る　
五
首
」
そ
の
一
（『
陶
淵
明
集
』
巻
二
）
に
、「
久
し
く
樊
籠
の
裏うち
に
在
り
し
も
、
復
た
自
然
に
返
る
を
得
た
り
」
と
あ
る
。
24
○
摧
我
一
句　
鸞
は
神
鳥
の
名
で
、
鳳
凰
の
一
種
。
鶴
と
と
も
に
仙
人
の
乗
る
鳥
と
さ
れ
る
。『
楽
府
詩
集
』
巻
五
八
に
引
く
、
南
朝
宋
・
湯とう
休
き
ゆ
う
恵けい
「
楚
の
明めい
妃ひ
の
曲
」
に
、「
鸞
鶴
に
驂さん
駕が
し
、
仙
霊
を
往
来
す
」
と
あ
る
。
襟
は
着
物
の
え0
り0
の
こ
と
だ
が
、『
詩
経
』
鄭
風
「
子し
衿きん
」
に
、「
青
青
た
る
子し
が
衿
、
悠
悠
た
る
我
が
心
」（
衿
は
襟
と
同
音
）
と
あ
り
、
ビ
ャ
ク
シ
ン
の
若
木
の
緑
の
さ
ま
と
、
若
い
が
ゆ
え
に
順
調
に
育
た
な
い
か
も
し
れ
ぬ
と
い
う
心
配
と
が
、
こ
の
語
に
込
め
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
二
句
に
は
、
い
わ
ゆ
る
鸞
鏡
（
孤
鸞
照
鏡
）
の
故
事
も
響
い
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
む
か
し
罽けい
賓ひん
王
（
罽
賓
は
イ
ン
ド
の
カ
シ
ミ
ー
ル
地
方
に
あ
っ
た
国
名
）
が
一
羽
の
鸞
鳥
を
捕
ら
え
た
が
、
決
し
て
鳴
こ
う
と
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
王
は
金
の
カ
ゴ
（
金
樊
）
に
鸞
鳥
を
入
れ
て
豪
華
な
食
物
を
与
え
続
け
た
が
、
悲
し
げ
な
様
子
で
鳴
か
ぬ
ま
ま
に
三
年
が
過
ぎ
た
。
そ
こ
で
夫
人
が
「
鏡
を
見
せ
れ
ば
、
仲
間
だ
と
思
っ
て
鳴
く
の
で
は
な
い
か
」
と
言
っ
た
た
め
、
そ
の
通
り
に
し
た
と
こ
ろ
、
天
に
届
か
ん
ば
か
り
の
悲
鳴
を
あ
げ
、
ひ
と
た
び
羽
ば
た
い
て
絶
命
し
た
（『
太
平
御
覧
』
巻
九
一
六
に
引
く
南
朝
宋
・
范
泰
「
鸞
鳥
詩
の
序
」）。
26
○
寒
芒　
雨
に
濡
れ
て
ま
だ
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二
七
冷
た
い
芽
。
芒
は
、
穀
物
や
葉
先
の
細
毛
の
こ
と
だ
が
、
こ
こ
で
は
ビ
ャ
ク
シ
ン
の
芽
を
さ
す
。
○
森
森　
盛
ん
に
し
げ
る
さ
ま
。「
臨
安
の
令
、宗そう
人じん
同
年
と
劇
飲
す
」
詩
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
二
冊
五
五
〇
頁
）
を
参
照
。
28
○
十
尋　
十とお
抱かか
え
。
尋
は
長
さ
の
単
位
で
、
両
手
を
左
右
に
伸
ば
し
た
長
さ
。
29
○
蒼
皮　
樹
木
の
木
皮
が
、
年
月
を
経
て
古
び
た
さ
ま
を
呈
し
て
い
る
こ
と
。「
宿
し
ゆ
く
州しゆ
うに
し
て
劉
り
ゆ
う
涇けい
に
次
韻
す
」
詩
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
四
冊
二
二
八
頁
）
を
参
照
。
○
玉
骨　
玉
で
で
き
た
骨
。
気
性
が
高
潔
で
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
を
い
う
。
杜
甫
「
徐じよ
卿けい
の
二に
子し
の
歌
」（『
杜
詩
詳
注
』
巻
十
）
に
、「
大だい
児じ
は
九
き
ゆ
う
齢れい　
色　
清せい
徹てつ
、
秋
し
ゆ
う
水すい
を
神しん
と
為な
し
玉
を
骨
と
為
す
」
と
あ
る
。
30
○
旦
暮　
朝
か
ら
暮
れ
ま
で
。
短
い
時
間
の
こ
と
。『
史
記
』
魏
公
子
列
伝
に
、「
吾
れ
趙
を
攻
め
、旦
暮
且まさ
に
下
さ
ん
と
す
」
と
あ
る
。
こ
の
句
に
つ
い
て
一
韓
智
翃
は
、「
サ
テ
此
（
ノ
）
栝
寿
イ
ノ
チ
ナ
ガウ
シ
テ
、
古
今
ヲ
モ
旦
暮
ト
視
（
ル
）
ベ
キ
ゾ
」
と
記
す
。
31 
32
○
何
人
・
臥
聴
二
句　
杜
甫
「
灎えん
澦よ
」
詩
（『
杜
詩
詳
注
』
巻
一
九
）
に
、「
江
天　
漠ばく
漠ばく　
鳥
双なら
び
去
り
、
風
雨　
時
時　
龒
一いち
吟ぎん
す
」
と
あ
る
。
樹
木
で
は
し
ば
し
ば
松
が
龒
に
喩
え
ら
れ
る
が
（『
蘇
軾
詩
注
解
（
二
十
三
）』
所
収
の
「
予　
少
年
な
り
し
と
き
、
頗
る
松
を
植
う
る
を
知
る
…
…
」
詩
の
注
を
参
照
）、た
と
え
ば
「
塩
官
絶
句　
四
首
、塔
前
の
古こ
檜かい
」（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
二
冊
三
九
七
頁
）
で
は
、
ビ
ャ
ク
シ
ン
の
類
を
龒
に
見
立
て
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
二
句
は
、
礼
部
尚
書
お
よ
び
翰
林
学
士
と
し
て
、
宿
直
の
勤
務
が
あ
っ
た
蘇
軾
の
立
場
を
ふ
ま
え
た
も
の
。
　
（
こ
の
木
を
植
え
る
場
所
は
）
朝
廷
の
殿
堂
裏うら
に
設
け
た
通
用
門
の
近
く
に
し
よ
う
。
月
並
み
な
木
で
は
（
そ
こ
を
通
る
）
高
官
た
ち
に
恥
ず
か
し
い
と
い
う
も
の
だ
。
一
寸
ば
か
り
の
ビ
ャ
ク
シ
ン
の
根
を
植
え
て
養
い
、
そ
こ
に
百
年
先
ま
で
も
思
い
や
る
あ
な
た
の
心
を
託
す
。
で
も
宮
中
に
植
え
ら
れ
れ
ば
籠
に
と
ら
わ
れ
た
鳥
の
よ
う
な
も
の
だ
か
ら
、
将
来
は
仙
界
に
育
つ
で
あ
ろ
う
こ
の
木
の
持
ち
前
が
傷
つ
か
な
い
か
と
心
配
だ
っ
た
。
そ
れ
が
、
あ
に
は
か
ら
ん
や
、
降
り
続
い
た
雨
が
あ
が
る
と
、
そ
の
芽
が
ま
だ
雨
露
を
帯
び
た
ま
ま
で
、
朝
の
光
を
浴
び
て
ず
ら
り
と
顔
を
出
し
て
い
よ
う
と
は
。
　
残
念
だ
が
私
に
は
老
い
て
退
隠
す
る
日
が
迫
っ
て
い
る
か
ら
、
お
ま
え
が
幹
周
り
十
抱
え
の
大
木
に
ま
で
育
つ
の
を
見
ら
れ
は
し
な
い
が
、
そ
の
頃
に
は
蒼
あ
お
と
し
た
樹
皮
が
気
高
い
骨
格
を
護
っ
て
い
て
、
お
ま
え
は
人
の
世
の
古
今
を
旦
暮
の
う
ち
に
見
て
い
る
だ
ろ
う
。
そ
の
時
に
は
、
風
雨
の
夜
に
お
ま
え
が
立
て
る
飢
え
た
の
如
き
う
な
り
声
を
、
い
っ
た
い
ど
ん
な
人
が
宿
直
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二
八
し
て
寝
な
が
ら
聴
く
の
だ
ろ
う
か
。
一
九
六
〇
・
一
九
六
一
（
施
三
三
―
四
三
・
四
四
）
次
錢
穆
父
馬
上
寄
蔣
穎
叔
二
首
銭せん
穆ぼく
父ほ
が
馬ば
上じよ
うに
て
蔣
し
よ
う
穎えい
叔しゆ
くに
寄よ
す
る
に
次じ
韻いん
す　
二に
首しゆ
一
九
六
〇
（
施
三
三
―
四
三
）
そ
の
一
1　
玉
關
不
用
一
丸
泥 
 
  
玉
ぎ
よ
つ
関かん　
用もち
い
ず　
一いち
丸がん
の
泥どろ
2　
自
有
長
城
鳥
鼠
西 
 
  
自
お
の
ず
か
ら
長
ち
よ
う
城
じ
よ
う
有あ
り　
鳥
ち
よ
う
鼠そ
の
西にし
3　
剩
與
故
人
尋
土
物 
 
  
剰
あ
ま
つ
さえ
故こ
人じん
の
与ため
に
土ど
物ぶつ
を
尋たず
ね
て
4　
臘
糟
紅
麴
寄
駝
蹄 
 
 
臘ろう
糟そう　
紅こう
麴ぎく　
駝だ
蹄てい
を
寄よ
せ
よ
元
祐
八
年
（
一
〇
九
三
）、
五
十
八
歳
の
作
。
○
銭
穆
父　
銭せん
勰きよ
うの
こ
と
。
穆
父
は
そ
の
字
あ
ざ
な
。『
蘇
軾
詩
注
解
（
三
）』
に
収
め
る
作
品
番
号
一
六
一
六
の
詩
の
注
を
参
照
。
こ
の
時
は
知
開
封
府
の
任
に
在
っ
た
（『
続
資
治
通
鑑
長
編
』
元
祐
八
年
五
月
甲
午
）。
○
蔣
穎
叔　
蔣
し
よ
う
之し
き奇
の
こ
と
。
穎
叔
は
そ
の
字
あ
ざ
な
。『
蘇
軾
詩
注
解
（
二
十
四
）』
に
収
め
る
作
品
番
号
一
九
〇
六
の
詩
の
注
を
参
照
。
蔣
之
奇
が
知
煕き
州しゆ
う（
煕
州
は
甘
粛
省
に
あ
り
、
当
時
は
西
夏
の
支
配
地
と
境
を
接
し
て
い
た
）
に
任
じ
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
蘇
軾
詩
注
解
（
二
十
六
）』
に
収
め
る
作
品
番
号
一
九
三
一
の
詩
の
注
、
お
よ
び
『
蘇
軾
詩
注
解
（
二
十
七
）』
に
収
め
る
作
品
番
号
一
九
四
五
の
詩
を
参
照
。
な
お
、
銭
勰
の
元
の
詩
（
七
言
絶
句
二
首
）
が
、
318
南山読蘇会
二
九
秦
観
の
「
省
を
出
で
て
馬
上
に蔣
穎
叔
を
懐おも
う
こ
と
有
る
に
次
韻
す
」（『
淮
海
集
』
巻
一
一
）
と
題
す
る
二
首
の
詩
に
付
さ
れ
て
伝
わ
る
。
1
○
玉
関　
玉
門
関
の
こ
と
。『
後
漢
書
』
班はん
超
ち
よ
う
伝
に
、「
臣　
敢
え
て
酒
泉
郡
に
到
る
を
望
ま
ず
、
但
だ
願
う
ら
く
は
生
き
て
玉
門
関
に
入
ら
ん
こ
と
を
」
と
あ
り
、
注
に
「
玉
門
関
は
敦
煌
郡
に
属
す
、
今
の
沙
州
な
り
。
長
安
を
去
る
こ
と
三
千
六
百
里
、
関
は
敦
煌
県
の
西
北
に
在
り
」
と
あ
る
。
庾
信
「
王おう
琳りん
に
寄
す
」
詩
（『
庾
子
山
集
』
巻
四
）
に
、「
玉
関　
道
路
遠
く
、金
陵　
信
使
疏そ
な
り
」
と
あ
る
。
○
一
丸
泥　
一
握
り
の
泥
。
わ
ず
か
な
労
力
で
険
要
の
地
を
よ
く
守
る
こ
と
に
喩
え
る
。『
後
漢
書
』
隗かい
囂ごう
伝
に
、「
元げん
請
う
ら
く
は
、
一
丸
の
泥
を
以
て
大
王
の
為ため
に
東
の
か
た
函かん
谷こく
関かん
を
封
ぜ
ん
、
此
れ
万
世
の
一
時
な
り
」
と
あ
る
（
元
は
、
隗
囂
の
将
王おう
元げん
）。
2
○
長
城　
国
を
守
る
力
を
備
え
た
も
の
の
喩
え
。『
宋
書
』
檀だん
道どう
済せい
伝
に
、「
道
済
収
め
ら
る
る
や
、
幘ずき
ん
を
脱
ぎ
て
地
に
投
じ
て
曰
く
、「
乃
ち
復
た
汝
が
万
里
の
長
城
を
壊
せ
り
」
と
」
と
あ
る
。
○
鳥
鼠　
甘
粛
省
の
山
の
名
。『
尚
書
』
禹
貢
に
「
西せい
傾けい
と
朱しゆ
圉ぎよ
と
鳥
鼠
よ
り
、
太たい
華か
に
至
る
」
と
あ
る
。
こ
の
当
時
は
渭い
州
し
ゆ
う
渭い
源げん
県
に
属
し
（『
太
平
寰
宇
記
』
巻
一
五
一
）、蔣
之
奇
が
赴
任
す
る
煕
州
は
そ
の
西
方
に
あ
た
る
。
3
○
土
物　
そ
の
土
地
の
産
物
。
特
産
物
。『
後
漢
書
』
西
域
伝
の
論
賛
に
、「
逖とお
き
か
な
西
胡
、
天
の
外
区
な
り
、
土
物
琛ちん
麗れい
、
人
性
淫いん
虚きよ
」
と
あ
る
。
4
○
臘
糟　
臘
酒
（
陰
暦
十
二
月
に
醸
す
酒
）
を
作
る
と
き
に
で
き
る
酒さけ
粕かす
。
○
紅
麴　
麴こう
じ
の
一
種
。
赤
紅
色
で
、
食
品
の
材
料
ま
た
は
薬
用
に
す
る
。『
初
学
記
』
巻
二
六
に
引
く
王
粲
「
七
釈
」
に
、「
瓜か
州しゆ
うの
紅
麴
、
糅かて
に
参まじ
う
る
こ
と
相あい
半なか
ば
せ
ば
、
柔
に
ゆ
う
滑かつ
膏こう
潤じゆ
ん、
口
に
入
り
て
流
散
す
」
と
あ
る
。
○
駝
蹄　
ラ
ク
ダ
の
蹄
ひ
づ
め
の
肉
。
杜
甫
「
京
自よ
り
奉ほう
先せん
県
に
赴
き
、
懐おも
い
を
詠
ず
、
五
百
字
」（『
杜
詩
詳
注
』
巻
四
）
に
、「
客
に
勧
む　
駝
蹄
の
羹こう
、
霜そう
橙とう　
香こう
橘きつ
を
圧
す
」
と
あ
る
。
な
お
、
こ
の
句
に
つ
い
て
は
、
元
・
耶
律
楚
材
「
蒲ほ
察さつ
元
帥
に
贈
る　
七
首
」
そ
の
四
（『
湛
然
居
士
文
集
』
巻
五
）
に
、「
春
し
ゆ
ん
薤かい　
旋
た
ち
ま
ち
澆そそ
ぐ　
濃こま
や
か
な
る
鹿ろく
尾び
、
臘
糟　
微かす
か
に
浸ひた
す　
軟やわ
ら
か
な
る
駝
蹄
」
が
参
考
と
な
ろ
う
。
　
玉
門
関
を
塞ふさ
ぐ
た
め
に
は
一
握
り
の
泥
さ
え
も
要い
り
は
し
な
い
。
鳥
ち
よ
う
鼠そ
山ざん
の
西
方
に
、君
が
「
長
城
」
と
し
て
あ
る
の
だ
か
ら
。
あ
と
は
友
人
の
た
め
に
向
こ
う
の
土
地
の
名
物
を
探
し
て
く
れ
れ
ば
よ
い
。
臘
酒
の
酒さけ
粕かす
に
紅べに
麹こう
じ、
ラ
ク
ダ
の
蹄てい
肉にく
を
送
っ
て
く
れ
た
ま
え
。
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三
〇
一
九
六
一
（
施
三
三
―
四
四
）
そ
の
二
1　
多
買
黃
封
作
洗
泥 
 
 
多おお
く
黄こう
封ふう
を
買か
い
て
泥どろ
を
洗あら
う
を
作な
さ
ん
2　
使
君
來
自
山
西 
 
 
使し
君くん　
来き
た
る
こ
と
ろ
う
山ざん
の
西にし
自よ
り
す
3　
高
才
得
兔
人
人
羨 
 
 
高こう
才さい　
兔うさ
ぎ
を
得う
れ
ば
人ひと
人びと
羨うら
やむ
4　
爭
欲
尋
蹤
覓
舊
蹄 
 
  
争
あ
ら
そ
っ
て
蹤あと
を
尋たず
ね
て
旧
き
ゆ
う
蹄てい
を
覓もと
め
ん
と
欲ほつ
す
1
○
黄
封　
酒
の
こ
と
。
宋
代
の
官
制
の
酒
は
、黄
色
の
紙
ま
た
は
絹
で
容
器
の
口
を
封
じ
た
。
○
洗
泥　
旅
塵
を
洗
う
意
（
俗
語
）
で
、
宴
を
開
い
て
遠
来
の
客
を
慰
労
す
る
こ
と
。
2
○
使
君　
天
子
の
使
者
の
意
で
、
州
・
郡
の
長
官
の
こ
と
。
こ
こ
で
は
、
知
煕
州
の
任
に
就
く
蔣
之
奇
を
さ
す
。
○
山　
今
の
陝
西
省
と
甘
粛
省
の
間
に
あ
る
高
峻
な
山
岳
地
帯
の
こ
と
。
坂
、
首
と
も
称
す
る
。『
太
平
寰
宇
記
』（
巻
三
二
）
ろ
う
州
し
ゆ
う
汧けん
源げん
県
「
山
」
の
項
を
参
照
。
3 
4
○
高
才
・
争
欲
二
句　
『
荘
子
』
外
物
篇
に
、「
蹄てい
は
兔
を
在い
る
る
所
以
な
り
、
兔
を
得
て
蹄
を
忘
る
」（
蹄
は
、
兔
を
捕
ら
え
る
罠
）
と
あ
る
。
　
帰
っ
た
時
に
は
黄
封
の
美
酒
を
ふ
ん
だ
ん
に
買
い
お
い
て
旅
の
疲
れ
を
癒
し
て
あ
げ
よ
う
。
何
し
ろ
使
者
ど
の
は
遙
か
山
の
西
か
ら
ご
帰
還
に
な
る
の
だ
か
ら
。
能
力
す
ぐ
れ
た
者
が
す
ば
し
こ
い
兔
を
狩
っ
て
し
ま
っ
て
か
ら
、皆
は
そ
れ
を
羨
ん
で
、争
っ
て
兔
が
走
っ
た
跡
を
た
ど
っ
て
、
古
い
わ
な
を
さ
が
そ
う
と
し
て
も
後
の
祭
り
だ
。
 
（
担
当　
西
岡　
淳
）
